
人のうごき
（20．3．1 現在）

世帯数�10,069� 14
人　口�23,764�－12
 （男）� 11,198� 2
 （女）� 12,566�－14

2 月 中 の
異動状況

出生�13
死亡�31
転入�47
転出�41

今月の主な内容
●平成20年度行政方針
●保育所、小中学校再編計画について
●公民館サークル紹介
●フォトコンテスト大賞決定

 
・・・・・・・2～5

・・8
・・・・・・・・・・15

・・・・22

写真：食育授業で「鯛めし」の仕込みを見学する児童たち。
（関連記事9ページ）

4
2 0 0 82 0 0 8

No.489No.489

広報すくも



②

行
政
改
革

　
国
の
「
三
位
一
体
改
革
」
に
よ

り
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る

宿
毛
市
に
お
い
て
も
、
依
然
と
し

て
景
気
回
復
は
み
ら
れ
ず
、
よ
り

効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
引
き
続
き
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

沿
っ
た
改
革
を
着
実
に
推
進
し
、

計
画
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
項
目

に
つ
い
て
も
、
可
能
な
も
の
か
ら

積
極
的
に
実
施
し
、
効
率
的
な
行

政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

　財
政
状
況

　
平
成
２０
年
度
の
予
算
編
成
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
歳
入
の
確
保
に

努
め
、
歳
出
の
削
減
を
基
本
に
編

成
作
業
を
行
い
、
一
般
会
計
当
初

予
算
の
総
額
は
、
９１
億
１
４
８
万

９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
行
政
改
革
「
集
中
改

革
プ
ラ
ン
」
を
上
回
る
職
員
の
削

減
や
地
方
交
付
税
が
一
定
確
保
さ

れ
る
見
通
し
な
ど
か
ら
、
今
後
予

定
さ
れ
る
消
防
庁
舎
や
小
中
学
校

な
ど
の
建
設
事
業
に
充
当
す
る
た
め

に
施
設
整
備
基
金
へ
の
積
み
立
て
を

行
う
一
方
、
平
成
１３
年
度
以
来
、
財

源
不
足
に
よ
る
基
金
の
取
り
崩
し
を

行
わ
な
い
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
が
少
な
く
、ま
た
現
在
、

国
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
「
道
路
特

定
財
源
」
の
問
題
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
国
の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ

る
た
め
、
今
後
も
、
市
民
に
と
っ
て

本
当
に
必
要
な
事
業
で
あ
る
か
の
判

断
や
事
業
の
優
先
度
を
見
極
め
る
な

ど
、
よ
り
効
率
的
、
効
果
的
な
財
政

運
営
に
努
め
ま
す
。

　防
災
対
策

　
南
海
地
震
対
策
は
、
津
波
避
難
道

の
整
備
や
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
改

修
事
業
の
実
施
、
自
主
防
災
組
織
が

整
備
す
る
資
機
材
等
に
対
す
る
助
成

や
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
新
た
に
自
主
防
災
組
織
が
実
施
す

る
津
波
避
難
道
の
整
備
に
要
す
る
原

材
料
費
の
助
成
や
大
規
模
災
害
発
生

時
に
対
応
す
る
た
め
毛
布
や
簡
易
ト

イ
レ
な
ど
の
生
活
必
需
品
を
中
心
に

計
画
的
な
備
蓄
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
小
中
学
生
の
安
全
確
保

の
た
め
市
内
の
全
小
中
学
校
に
「
自

動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）」

を
設
置
、
小
中
学
校
の
全
教
職
員

及
び
市
役
所
の
全
職
員
を
対
象
に
「
Ａ

Ｅ
Ｄ
」
の
操
作
を
含
め
た
「
普
通

救
命
講
習
」
を
受
講
さ
せ
る
な
ど
、

緊
急
時
に
迅
速
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
本
年
６
月
１
日
に
は
、「
高
知
県

総
合
防
災
訓
練
」
が
宿
毛
市
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
効
果
的
な

訓
練
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

交
通
運
輸
体
系
の
整
備

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
は
、
利
用

者
の
立
場
に
立
っ
た
ダ
イ
ヤ
改
正

や
利
用
促
進
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
推
進
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま

す
。
ま
た
、
経
営
の
安
定
化
に
向

け
た
財
政
支
援
は
も
と
よ
り
、
観

光
Ｐ
Ｒ
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
等
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る
利
用
者
の

増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
市
政
運
営
に
対
す
る
基
本
方
針

並
び
に
主
要
施
策
に
つ
い
て
ま
と

め
た
、
平
成
２０
年
度
行
政
方
針
を

抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
市
町
村

が
行
っ
て
い
る
事
業
の
中
で
、
本
来
、

国
・
県
の
責
任
に
お
い
て
実
施
す

べ
き
事
業
は
、
国
・
県
に
対
し
て

も
強
く
求
め
て
行
く
と
と
も
に
、

一
定
の
役
目
を
終
え
た
国
・
県
の

施
設
や
土
地
の
有
効
活
用
も
視
野

に
入
れ
、
積
極
的
に
要
望
し
て
参

り
ま
す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
行
政
改
革
大

綱
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
着
実
に
実

行
し
、
行
政
の
効
率
化
を
推
進
す

る
こ
と
で
必
要
な
財
源
を
確
保
し

つ
つ
、
宿
毛
市
の
発
展
と
市
民
福

祉
の
向
上
を
目
指
し
て
新
た
に
各

種
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

　
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
　

行

政

方

針
（
抜
粋
）
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農
林
水
産
業

　
農
業
は
、
農
業
団
体
・
生
産
者
・

各
関
係
機
関
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

農
作
業
の
受
委
託
や
集
落
営
農
の
組

織
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
機
械

の
共
同
利
用
等
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減

や
担
い
手
農
家
の
育
成
な
ど
小
規
模
・

高
齢
農
家
に
対
す
る
き
め
細
や
か
な

対
応
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
米
の
計
画
的
生
産
や
地
域

の
特
色
を
活
か
し
た
作
物
の
推
進
に

努
め
て
い
る
「
幡
多
地
域
水
田
農
業

推
進
協
議
会
」
の
支
援
、
米
以
外
へ

の
作
物
転
換
を
推
進
す
る
た
め
の「
レ

ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
整
備
事
業
」
及
び
農

業
環
境
保
全
活
動
を
共
同
で
行
う

「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

事
業
」を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
林
業
は
、
引
き
続
き
「
高
知
県
緊

急
間
伐
総
合
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、

森
林
組
合
、
森
林
所
有
者
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
間
伐
等
の
森
林
整
備

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
宿
毛
市
森

林
組
合
が
実
施
し
て
い
る
久
礼
ノ
川

地
区
の
収
入
間
伐
事
業
に
伴
う
作
業

道
の
開
設
に
「
高
知
県
森
の
腕
た
ち

育
成
事
業
」
を
活
用
し
て
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

　
水
産
業
は
、
水
産
物
の
流
通
、
販

売
拠
点
と
し
て
の
「
す
く
も
湾
中
央

市
場
」
が
、
計
画
以
上
の
年
間
取
扱

量
及
び
水
揚
げ
実
績
を
あ
げ
て
お
り
、

あ
わ
せ
て
魚
価
の
平
均
単
価
も
向
上

す
る
な
ど
、
組
合
員
の
所
得
の
向
上

に
大
き
く
貢
献
す
る
県
下
で
も
有
数

の
市
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
魚
の
鮮
度
を
保
ち
効

率
的
に
選
別
し
、
消
費
者
に
安
定

供
給
が
で
き
る
市
場
と
し
て
の
機

能
を
更
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
第

二
期
施
設
整
備
と
し
て
「
荷
捌
き

施
設
」
や
「
冷
海
水
製
造
施
設
の

付
帯
施
設
等
」
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

平
成
２０
年
度
に
完
成
の
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
や
後
継
者

育
成
の
た
め
の
「
漁
業
就
業
支
援

事
業
」
な
ど
も
積
極
的
に
支
援
し

ま
す
。

　
漁
船
漁
業
の
振
興
は
、「
ヒ
ラ
メ
・

イ
サ
キ
・
タ
イ
」
等
の
種
苗
放
流

事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
水
産

資
源
の
増
殖
、
保
護
を
推
進
し
漁

家
経
営
の
安
定
に
努
め
ま
す
。

　
養
殖
漁
業
の
振
興
は
、
漁
業
経

営
の
安
定
を
図
る
た
め
資
金
の
借

り
入
れ
に
対
す
る
利
子
補
給
金
の

交
付
な
ど
に
よ
り
支
援
し
ま
す
。

　
新
た
な
事
業
と
し
て
、
沖
の
島
、

鵜
来
島
地
域
限
定
と
な
り
ま
す
が
、

当
該
地
域
の
海
岸
・
海
底
清
掃
等

を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
共

同
で
漁
業
再
生
に
取
り
組
む
「
離

島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
宿
毛
佐
伯
航
路
は
、
幡
多
地
域

の
市
町
村
を
は
じ
め
、
高
知
県
、

大
分
県
、
佐
伯
市
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
安
定
し
た
経
営
が
で
き

る
よ
う
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

　
宿
毛
湾
港
の
整
備
は
、
第
一
防

波
堤
３
０
０
ｍ
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、

平
成
２０
年
度
に
は
完
成
の
予
定
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
港
湾
機
能

の
充
実
の
た
め
、
第
二
防
波
堤
の

早
期
着
手
に
向
け
、
関
係
機
関
へ

の
要
望
活
動
を
続
け
ま
す
。

　
港
の
利
活
用
は
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
、
ポ
ー
ト
セ
ー
ル

ス
や
企
業
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
制
度
を
活
用

し
た
港
の
活
性
化
に
向
け
た
イ
ベ

ン
ト
実
施
や
豪
華
客
船
の
寄
港
誘

致
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
み
な
と

振
興
交
付
金
」
を
活
用
し
た
旅
客

待
合
所
の
整
備
等
を
行
い
宿
毛
湾

港
の
利
活
用
の
促
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
中
村
宿
毛
道
路
は
、
中
村
・
間

イ
ン
タ
ー
間
が
平
成
２０
年
度
完
成

に
向
け
て
順
調
に
工
事
が
進
ん
で

い
ま
す
。
平
田
・
宿
毛
イ
ン
タ
ー

間
は
、
一
部
の
工
区
は
工
事
に
着

手
す
る
と
と
も
に
地
元
説
明
や
用

地
買
収
が
行
わ
れ
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、

早
期
完
成
に
向
け
て
積
極
的
に
要

請
し
ま
す
。

　
ま
た
、
四
国
横
断
自
動
車
道
予

定
路
線
区
間
の
宿
毛
・
内
海
間
を

早
期
に
計
画
路
線
に
組
み
入
れ
る

よ
う
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
道
は
、
緊
急
性
、
優
先
度
等

を
十
分
に
把
握
し
、
計
画
的
に
整

備
し
ま
す
。
ま
た
、
市
道
大
島
中

央
線
は
、
完
成
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
国
道
、
県
道
の
整
備
促
進
は
、

地
域
の
要
望
が
早
期
に
実
現
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
各
関
係
機
関

へ
強
く
要
請
し
ま
す
。

企
業
誘
致

　
高
知
西
南
中
核
工
業
団
地
内
で
は
、

昨
年
、「
タ
イ
ム
技
研
高
知
株
式
会

社
」
の
大
規
模
増
築
や
新
た
に
「
ハ

ジ
メ
産
業
株
式
会
社
」
の
進
出
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宿
毛
湾
港
工
業
流
通
団

地
に
は「
株
式
会
社
栗
之
浦
ド
ッ
ク
」

と
「
三
好
造
船
株
式
会
社
」
が
進

出
し
、
操
業
開
始
に
向
け
た
準
備

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
市
内
高
砂
地
区
の
工
場

跡
地
に
「
株
式
会
社
レ
ク
ザ
ム
電

子
四
国
」
が
今
年
１
月
に
進
出
し

て
既
に
操
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
企
業
誘
致
活
動
や
進

出
企
業
へ
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
努
め
、

更
な
る
雇
用
の
場
の
確
保
に
努
め

ま
す
。



④

商
工
業

　
商
工
業
者
へ
の
融
資
制
度
を
引

き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
宿

毛
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
」
に
基
づ
き
、
関
係
団
体
と
の

連
携
強
化
を
図
り
、
賑
わ
い
の
あ

る
商
店
街
の
再
構
築
に
向
け
、
事

業
内
容
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
特
産
品
は
、
地
域
の
素
材
を
活

か
し
た
開
発
及
び
販
売
が
徐
々
に

で
は
あ
り
ま
す
が
成
果
も
出
て
き

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
関
係
団
体

と
の
連
携
を
密
に
し
、
新
た
な
商

品
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
物
産
展

参
加
等
に
よ
り
、
普
及
・
宣
伝
や

販
路
拡
大
に
努
め
ま
す
。

観
 

光

　
観
光
は
、
四
国
西
南
広
域
観
光

を
視
野
に
入
れ
関
係
市
町
村
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、「
だ
る
ま
夕
日
」

や
「
出
井
の
甌
穴
」
な
ど
の
主
要

な
景
観
資
源
を
利
活
用
し
た
観
る

観
光
の
推
進
は
も
と
よ
り
、
豊
か

な
海
や
山
の
自
然
を
活
か
し
た
、

都
会
で
は
経
験
で
き
な
い
体
験
型

観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
企
画
・
開
発
や
、

地
元
の
安
全
・
安
心
な
食
材
を
活

か
し
た
新
鮮
な
食
の
提
供
や
「
お

も
て
な
し
」
な
ど
を
組
み
入
れ
た

観
光
基
盤
の
整
備
を
進
め
、
交
流

人
口
の
増
大
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

　
「
沖
の
島
・
鵜
来
島
」
の
観
光
振

興
は
、
全
国
離
島
サ
ミ
ッ
ト
や
ア

イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
０
８
へ
の
参
加
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
よ

り
観
光
客
の
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム（
※
）は
、
昨

年
か
ら
栄
喜
地
区
で
本
格
的
な
受

入
れ
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
受
け
入
れ
体
制
の
強
化
や
誘

致
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
市
民
祭
宿
毛
ま
つ
り
」
は
、
市

民
に
心
か
ら
楽
し
ん
で
参
加
し
て

も
ら
え
る
「
ま
つ
り
」
と
な
る
よ

う
関
係
団
体
と
協
力
し
て
実
施
し

ま
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
視
点
を
変
え
、

地
元
の
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
宿

毛
に
は
「
な
ん
ち
ゃ
な
い
」
は
、

や
め
て
「
な
ん
で
も
あ
る
で
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
ま
し
ょ
う
。

※
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
…
都
会
か

ら
の
修
学
旅
行
や
観
光
客
に
離

島
や
漁
村
で
の
生
活
・
漁
業
体

験
の
場
を
提
供
す
る
活
動

教
 

育

　
明
治
維
新
以
降
、
多
く
の
す
ば

ら
し
い
人
材
を
輩
出
し
た
「
人
材

の
里
」
の
伝
統
を
守
り
、
先
人
に

学
び
、
多
く
の
教
育
財
産
を
未
来

へ
と
継
承
し
な
が
ら
、
物
ま
ね
で

は
な
く
宿
毛
市
独
自
の
方
法
で
教

育
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
１０
年
間
取
り
組
ん
で
き
た

「
土
佐
の
教
育
改
革
」
を
更
に
発
展

さ
せ
る
こ
と
で
、「
２１
世
紀
を
心
豊

か
に
生
き
抜
い
て
い
く
こ
と
の
で
き

る
子
ど
も
達
を
育
て
る
こ
と
」
が
で

き
る
教
育
の
確
立
を
目
指
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
更
に
、「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」

な
ど
の
推
進
に
よ
り
、
学
校
や
保
護

者
、
地
域
と
の
積
極
的
な
連
携
な
ど
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
達
を
育
む
こ

と
、
そ
し
て
、
子
ど
も
達
を
取
り
巻

く
環
境
の
憂
慮
す
べ
き
状
況
を
踏
ま

え
て
、「
対
処
」
か
ら
「
予
防
」、「
量
」

か
ら
「
質
」
へ
の
発
想
の
転
換
や
市

民
と
の
協
働
を
引
き
続
き
積
極
的
に

進
め
ま
す
。

　
学
校
再
編
は
、子
ど
も
達
の
安
全
・

快
適
な
教
育
環
境
づ
く
り
を
目
指
し

保
護
者
や
地
域
の
ご
理
解
を
得
な
が

ら
進
め
ま
す
。

　
社
会
教
育
の
推
進
は
、
宿
毛
文
教

セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、
市

民
の
学
習
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
地
域
文
化
の
継
承
・
創
造
に
努

め
、
心
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
社

会
を
築
き
ま
す
。

　
社
会
体
育
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宿

毛
市
体
育
協
会
」を
支
援
す
る
中
で
、

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園
体
育
施
設
等

を
拠
点
施
設
と
し
て
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や
年
齢
、

技
術
等
に
応
じ
て
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
参
加
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
大
学
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

キ
ャ
ン
プ
誘
致
や
各
種
大
会
の
招

致
に
努
め
、
社
会
体
育
施
設
の
有

効
活
用
を
進
め
ま
す
。

人
 

権

　
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
問

題
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
捉
え
、

正
し
い
認
識
と
理
解
を
深
め
る
た

め
の
啓
発
に
努
め
、
真
に
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

地
域
情
報
化

　
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
宿
毛
市
内

全
域
で
受
信
可
能
と
な
る
よ
う
国

や
放
送
事
業
者
に
対
し
て
強
く
要

望
し
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
放

送
へ
の
移
行
に
対
す
る
啓
発
を
行

う
と
と
も
に
、
共
聴
施
設
に
対
す

る
国
や
県
の
補
助
制
度
を
活
用
し

た
改
修
に
も
努
め
ま
す
。

　
西
南
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式

会
社
は
、
宿
毛
市
の
支
援
は
も
と

よ
り
、
金
融
機
関
の
支
援
を
い
た

だ
き
、
経
営
改
善
を
行
い
、
経
営

の
安
定
化
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

安
定
経
営
の
た
め
に
加
入
増
に
繋

が
る
支
援
を
し
ま
す
。
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福
　
祉

　
障
害
者
福
祉
は
、
利
用
者
が
安

心
し
て
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、

国
・
県
と
協
議
を
し
な
が
ら
福
祉

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
児
童
福
祉
は
、
新
た
な
子
育
て

支
援
の
具
体
策
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
「
小
学
校
就
学
前
ま
で
」
で
あ

っ
た
医
療
費
の
無
料
化
を
「
小
学

校
卒
業
ま
で
」
に
拡
大
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
宿
毛
市
子

ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
」

の
体
制
の
見
直
し
を
図
り
、
新
た

に
福
祉
事
務
所
を
総
合
窓
口
と
し

た
支
援
体
制
を
整
え
、
子
ど
も
の

健
全
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
保
育
所
は
、
小
中
学
校
の
再
編

計
画
と
あ
わ
せ
て
、
宿
毛
市
全
体

の
保
育
所
を
再
編
成
す
る
こ
と
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
統
廃
合
を
含

め
た
保
育
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て

保
護
者
や
地
域
の
ご
理
解
を
い
た

だ
き
な
が
ら
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
は
、
引
き
続
き
「
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
が
で
き
る
よ
う
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

�　保
健
事
業

　
健
診
事
業
は
、
新
た
に
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂

肪
症
候
群
）
に
着
目
し
た
特
定
健

康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市

民
が
自
ら
の
生
活
習
慣
を
振
り
返

り
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
は
、
妊
婦
健
康

診
査
の
公
費
負
担
回
数
を
２
回
か

ら
５
回
へ
拡
充
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
更
に
、
各
地
区
で
実
施
し

て
い
ま
す
「
赤
ち
ゃ
ん
広
場
」
で
は
、

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
普
及
啓
発
を

行
い
、
虫
歯
予
防
に
関
す
る
意
識

の
向
上
に
も
努
め
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
は
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、

平
成
２１
年
度
か
ら
平
成
２３
年
度
ま

で
の
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画

を
新
た
に
策
定
し
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
制

度
開
始
後
も
充
分
な
説
明
を
行
い
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
受
診
で
き
る

体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

�　生
活
環
境

　
地
域
全
体
で
行
う
「
地
球
温
暖

化
防
止
地
域
推
進
計
画
」
の
策
定

を
行
い
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
認

識
を
高
め
て
温
暖
化
防
止
に
資
す

る
よ
う
努
め
、
３
Ｒ
（
発
生
を
抑

制
す
る
リ
デ
ュ
ー
ス
、
再
利
用
を

促
進
す
る
リ
ユ
ー
ス
、
再
び
利
用

す
る
リ
サ
イ
ク
ル
）
を
基
本
と
し
た

循
環
型
社
会
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　
生
活
環
境
の
保
全
は
、
年
２
回
の

宿
毛
市
ク
リ
ー
ン
デ
ー
の
実
施
や
環

境
指
導
員
に
よ
る
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
、
引
き
続
き
不
法
投
棄
の
防

止
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
生
ご
み
を

堆
肥
化
す
る
コ
ン
ポ
ス
ト
購
入
費
補

助
事
業
の
取
り
組
み
や
合
併
処
理
浄

化
槽
設
置
整
備
補
助
事
業
を
推
進
し
、

公
共
水
域
の
水
質
保
全
に
努
め
ま
す
。

�都
市
計
画

　
宿
毛
駅
東
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
早
期
完
成
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園
は
、
整
備

中
で
あ
り
ま
し
た
遊
歩
道
が
完
成
し

ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
に

よ
る
地
域
振
興
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

ま
た
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
憩
い
の
場

と
し
て
広
く
活
用
で
き
る
よ
う
今
後

も
取
り
組
み
ま
す
。

�下
水
道
事
業

　
平
成
２０
年
度
は
、
幸
町
と
高
砂
の

一
部
約
８
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
供
用

開
始
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
供
用

開
始
区
域
が
全
体
で
約
１
４
９
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
対
象
戸
数
が
２
、３
４
４

戸
と
な
り
ま
す
。

　
加
入
促
進
は
、
広
報
「
す
く
も
」

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
に
よ
る

広
報
活
動
、
ま
た
、
未
接
続
者
へ

の
戸
別
訪
問
や
宿
毛
市
排
水
設
備

工
事
指
定
業
者
と
の
連
携
に
よ
り

推
進
し
ま
す
。

　
二
ノ
宮
地
区
と
、
大
海
地
区
の

集
落
排
水
施
設
に
つ
き
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
、
よ
り
一
層
の
加
入
促

進
に
努
め
ま
す
。



⑥

一
一
九
番
通
報

　
一
一
九
番
通
報
す
る
と
き
は
、

ま
ず
冷
静
に
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

火
災
や
け
が
・
病
人
の
状
況
な
ど

を
で
き
る
だ
け
く
わ
し
く
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

一
一
九
番
通
報
の
か
け
方
　
　

　
加
入
電
話
・
携
帯
電
話
、
共
に

局
番
な
し
の
一
一
九
番

「
は
い
、
消
防
で
す
。

火
事
で
す
か
？
救
急
で
す
か
？
」

「
火
事
で
す
！
」

・「
住
所
は
○
町
○
丁
目
○
‐
○
で
す
」・

「
○
○
が
燃
え
て
い
ま
す
」（
家
や

小
屋
、
車
や
林
な
ど
）

・
「
場
所
（
目
標
物
）
は
○
公
園
の
○

側
で
す
」
（
そ
の
他
学
校
や
店
舗
、

交
差
点
な
ど
）

・「
逃
げ
遅
れ
た
人
が
い
る
よ
う
で
す
」

（
逃
げ
遅
れ
の
有
無
）

「
救
急
で
す
！
」

・「
住
所
は
○
町
○
丁
目
○
‐
○
で
す
」

・
「
○
○
さ
ん
（
氏
名
・
生
年
月
日
）

が
急
に
倒
れ
ま
し
た
」

　
交
通
事
故
や
急
病
な
ど
、
な
ぜ

救
急
車
が
必
要
か
具
体
的
に
言
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
、

受
給
開
始
か
ら
５
年
等
の
経
過
月

を
迎
え
る
方
に
つ
い
て
は
、
手
当

の
２
分
の
１
を
支
給
停
止
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
適
用
除

外
事
由
に
該
当
す
る
方
は
、
必
要

書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
経
過
月
以
降
も
以
前
と

同
様
の
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
（
所
得
の
状
況
や
家
族

の
状
況
等
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は

こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　
５
年
等
の
経
過
月
を
迎
え
る
方
に

つ
い
て
は
事
前
に
通
知
を
し
ま
す
の

で
、
福
祉
事
務
所
に
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

蕁
６
３
―

１
１
１
４

　
宿
毛
市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
、

福
祉
事
務
所
を
中
心
に
体
制
の
見

直
し
を
図
り
、
児
童
相
談
の
支
援

組
織
と
し
て
、
新
た
に
「
宿
毛
市

子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員

会（
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
）」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
　

　
こ
れ
ま
で
、
虐
待
な
ど
の
相
談

は
児
童
相
談
所
が
対
応
の
中
心
機

関
で
し
た
が
、
近
年
、
児
童
虐
待

相
談
の
急
増
や
育
児
不
安
な
ど
子

育
て
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
の
増
加
に

よ
り
、
身
近
な
市
町
村
で
幅
広
い

相
談
対
応
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

児
童
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、
市
町

村
も
相
談
の
窓
口
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
当
市
で
も

各
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
や
通

報
は
、福
祉
事
務
所
・
各
保
育
園
・

各
学
校
・
教
育
委
員
会
・
保
健
介
護

課
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
で
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
相
談
し
や
す

い
と
こ
ろ
へ
お
気
軽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宿
毛
市
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

委
員
会（
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係
）

蕁
６
３
―

１
１
１
４

蕁
６
３
―

１
１
４
７

　
宿
毛
市
で
は
公
共
下
水
道
へ
の

加
入
促
進
を
図
る
た
め
、
平
成
２０

年
４
月
１
日
よ
り
平
成
２３
年
３
月

３１
日
の
３
年
間
に
限
り
、
く
み
取

り
便
所
の
水
洗
化
を
含
む
排
水
設

備
工
事
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
を

対
象
に
、
水
洗
化
促
進
特
例
奨
励

金
と
し
て
１
件
当
た
り
１０
万
円
を

支
給
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
と
も
、
こ
の
機
会
に
公
共

下
水
道
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
こ
の
水
洗
化
促
進
特
例

奨
励
金
に
は
対
象
者
の
要
件
が
あ

り
、
支
給
規
則
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
水
道

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

水
道
課
蕁
６
３
―

１
０
０
９

●
課
名
が
変
わ
り
ま
す

　「
上
下
水
道
課
」
か
ら
「
水
道
課
」

に
課
名
が
変
わ
り
ま
す
。

●
係
が
統
合
さ
れ
ま
す

　
「
土
木
第
一
係
」
と
「
土
木
第
二

係
」
を
「
土
木
係
」
に
統
合
し
ま
す
。

●
係
が
新
設
さ
れ
ま
す

　
市
内
小
学
校
・
中
学
校
の
再
編

計
画
に
基
づ
き
、
学
校
の
再
編
に

取
り
組
む
た
め
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
に
「
学
校
再
編
係
」
を
新

設
し
ま
す
。

●
係
が
新
設
さ
れ
ま
す

　
福
祉
事
務
所
社
会
係
が
「
社
会

児
童
係
」
と
「
高
齢
者
・
障
害
福

祉
係
」
に
分
か
れ
ま
す
。

「
社
会
児
童
係
」

母
子
・
父
子
・
児
童
福
祉
、
日

赤
共
同
募
金
、
災
害
援
護
、
引

揚
者
援
護
等
に
関
す
る
事
務
を

取
り
扱
い
ま
す
。

「
高
齢
者
・
障
害
福
祉
係
」

老
人
福
祉
、
障
害
者
福
祉
、
障

害
者
自
立
支
援
法
に
関
す
る
事

務
を
取
り
扱
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課

蕁
６
３
―

０
９
４
８

市
役
所
の
組
織
の
一
部
が
変
わ
り
ま
し
た

4
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

児
童
扶
養
手
当
の
手
続
が
変
わ
り
ま
す

4
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

水
洗
化
促
進
特
例
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す

4
月
か
ら
支
給
し
ま
す

児
童
相
談
に
関
す
る
支
援
組
織
が
ス
タ
ー
ト

4
月
か
ら
新
し
く
な
り
ま
し
た
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そ
の
他
必
要
な
情
報

・「
私
の
名
前
は
○
○
○
○
で
す
。」

・
「
電
話
番
号
は
○
○
‐
○
○
○
○
で

す
。」

　
携
帯
電
話
で
一
一
九
番
通
報
す

る
と
、
か
け
た
場
所
に
よ
っ
て
は

そ
の
地
域
を
管
轄
す
る
消
防
署
に

直
接
つ
な
が
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
他
の
市
町
村
の
消
防
本
部

に
一
一
九
番
通
報
が
入
っ
た
場
合
は
、

そ
の
電
話
を
転
送
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
通
信
員
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

幡
多
西
部
消
防
組
合

防
火
駅
伝

　
春
の
火
災
予
防
週
間
に
合
わ
せ

た
恒
例
行
事
の
幡
多
西
部
消
防
組

合
防
火
駅
伝
が
、
今
年
も
３
月
７

日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
幡
多
西
部
消
防
組
合
の
消
防
職

員
約
３０
名
が
大
月
町
役
場
か
ら
三

原
村
役
場
ま
で
管
内
約
３３
㎞
を
火

災
予
防
を
呼
び
掛
け
な
が
ら
「
火

の
用
心
」
の
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま

し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
薑
６
３
｜

３
１
１
１

　
薨
６
３
｜

３
３
９
６

　
改
正
さ
れ
た
戸
籍
法
が
平
成
２０

年
５
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
施
行
さ
れ
る
と
戸
籍
に
関
す
る

証
明
書
の
交
付
請
求
に
つ
い
て
本

人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
戸
籍
謄
抄
本
な
ど

を
請
求
さ
れ
る
方
は
、
運
転
免
許

証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
（
下
記

参
照
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
代
理
人
や
使
い
の
方
が

請
求
す
る
場
合
は
、
窓
口
に
来
ら

れ
た
方
の
本
人
確
認
の
他
に
委
任

状
も
必
要
に
な
る
な
ど
、
戸
籍
謄

抄
本
を
取
得
す
る
要
件
や
手
続
き

な
ど
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。

　
戸
籍
に
関
す
る
届
出
に
つ
い
て
も
、

婚
姻
・
離
婚
・
養
子
縁
組
・
養
子

離
縁
・
認
知
の
届
出
に
つ
い
て
、

な
り
す
ま
し
な
ど
虚
偽
の
届
出
を

防
止
す
る
た
め
に
、
本
人
確
認
を

行
う
こ
と
が
法
律
的
要
件
と
な
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
宿
毛
市
役
所
市
民

課
市
民
係
ま
た
は
高
知
地
方
法
務

局
四
万
十
支
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
今
回
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
戸
籍
の

ル
ー
ル
は
ど
の
よ
う
な
点
が
変
わ
る

の
で
す
か

Ａ
大
き
く
は
２
つ
で
す
。
１
つ
は
、
戸

籍
の
証
明
書
を
取
得
す
る
要
件
や
手

続
き
な
ど
が
厳
し
く
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
も
う
１
つ
は
、
婚
姻
や
養

子
縁
組
な
ど
の
届
出
の
際
の
本
人
確

認
な
ど
が
法
律
上
の
ル
ー
ル
と
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

Ｑ
戸
籍
の
証
明
書
を
取
得
す
る
要
件
や

手
続
き
な
ど
を
厳
し
く
す
る
の
は
ど

う
し
て
で
す
か

Ａ
戸
籍
の
証
明
書
に
は
、
婚
姻
し
た
こ

と
や
離
婚
し
た
こ
と
な
ど
の
個
人
情

報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
他

人
に
不
正
に
取
得
さ
れ
な
い
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

最
近
、
不
正
に
他
人
の
戸
籍
の
証
明

書
を
取
得
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
戸
籍
に
記

載
さ
れ
た
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た

め
、
戸
籍
の
証
明
書
を
取
得
す
る
要

件
や
手
続
き
な
ど
を
厳
し
く
す
る
こ

と
と
し
た
の
で
す
。

Ｑ
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
厳
し
く
な
る

の
で
す
か

Ａ
他
人
の
戸
籍
の
証
明
書
を
取
得
す
る

に
は
、
自
分
の
権
利
を
行
使
し
た
り
、

自
分
の
義
務
を
履
行
し
た
り
す
る
た

め
に
戸
籍
の
証
明
書
が
必
要
な
場
合

や
、
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
手

続
き
に
戸
籍
の
証
明
書
が
必
要
な
場

合
な
ど
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合

に
限
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
正
当
な
理
由
が
あ
る
こ

と
を
、
請
求
書
に
詳
し
く
記
載
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
戸
籍
の
証
明
書
を
請
求
す
る

際
は
、
必
ず
本
人
確
認
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
本
人
確
認
の
方
法
は
、

運
転
免
許
証
、
写
真
付
き
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の
書
類
の
提
示
を

受
け
る
方
法
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
代
理
人
や
使
い
の
方
が
請

求
す
る
場
合
は
、
代
理
権
限
等
の
確

認
も
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
ど
う
し
て
、
届
出
の
際
の
本
人
確
認

な
ど
を
法
律
上
の
ル
ー
ル
に
す
る
の

で
す
か

Ａ
戸
籍
は
、
国
民
の
身
分
関
係
が
記
載

さ
れ
る
大
切
な
帳
簿
で
す
か
ら
、
常

に
正
し
い
内
容
で
あ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
、
他
人
が

勝
手
に
う
そ
の
届
出
を
し
て
、
戸
籍

に
真
実
で
な
い
記
載
が
さ
れ
る
と
い

う
事
件
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
戸
籍
に
真
実
で
な
い
記
載
が
さ

れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
届
出
の

際
の
本
人
確
認
な
ど
を
法
律
上
の
ル

ー
ル
に
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
す
。

Ｑ
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い

が
さ
れ
る
の
で
す
か

Ａ
婚
姻
、
離
婚
、
養
子
縁
組
、
養
子
離

縁
、
認
知
と
い
う
５
つ
の
届
出
（
以

下
「
婚
姻
な
ど
の
届
出
」
と
言
い
ま

す
。
）
に
つ
い
て
、
必
ず
戸
籍
の
窓

口
に
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
届

出
の
ご
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
確
認
で
き

な
か
っ
た
ご
本
人
に
対
し
て
、
「
婚

姻
な
ど
の
届
出
」
が
受
理
さ
れ
た
こ

と
を
通
知
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
不
受
理
の
申
出
（
本
人
が
窓

口
に
届
出
を
し
な
い
限
り
、「
婚
姻

な
ど
の
届
出
」
を
受
理
し
な
い
で
ほ

し
い
と
い
う
申
出
）
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

本
人
確
認
書
類

・
運
転
免
許
証

・
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
等
の
国
ま
た
は
地
方
公
共
団

体
の
機
関
が
発
行
し
た
資
格
証

明
書
等
で
写
真
が
貼
付
さ
れ
た

も
の
。

複
数
組
み
合
わ
せ
て
提
示
の
必
要

が
あ
る
も
の

・
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証

・
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

・
年
金
手
帳
、
年
金
証
書

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
を

除
く
法
人
が
発
行
し
た
身
分

証
明
書
等

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
課
市
民
係

蕁
６
３
―

１
１
１
２

高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
０
０

※
住
民
票
等
の
交
付
請
求
に
も
、

本
人
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
５
月
号
で
説
明
し

ま
す
。

火
は
見
て
る
　

あ
な
た
が
離
れ
る
　

そ
の
時
を

戸
籍
の
証
明
書
の
交
付
請
求
に
は

「
本
人
確
認
」
が
必
要
と
な
り
ま
す

5
月
か
ら
変
わ
り
ま
す



⑧

※出生数は人口動態統計

保育所入所児童数等の推移（4月1日現在）

年度

保育所入所児童数

出生数

保育所数

S53年度

１，３０６

４０２

２４

２

H元年度

１，０５７

２６４

１７

２

H12年度

９０６

２０６

１３

２

H18年度

６９３

１７４

１２

２

H19年度

６６５

１５０

１２

２

公立

私立

30年度

統合

27年度24年度

統合

平成21年度

統合

学校名

栄 喜 小

小筑紫小

田の浦小

沖の島小

咸 陽 小

大 島 小

宿 毛 小

松田川小

橋 上 小

山 奈 小

平 田 小

統合

小筑紫中

片 島 中

宿 毛 中

橋 上 中

東 中

沖の島中

保
育
所
の
経
過
と
現
状

　
昭
和

２９
年
の
市
制
施
行
当
時
宿

毛
市
の
保
育
所
は
、
公
立
保
育
所

４
園
、
私
立
保
育
所

２１
園
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
統
廃
合
等
を
経
て
、
現

在
で
は
、
公
立
保
育
所

１３
園
（
う

ち
休
園
１
）、
私
立
保
育
所
２
園
、

幼
稚
園
が
１
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和

５３
年
当
時
入
所
児
童
は
、

１
、３
０
６
人（
幼
稚
園
児
を
除
く
）

で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成

１２
年
度

の
９
０
６
人
を
境
に
年
々
減
少
し
、

現
在
で
は
定
員
９
３
５
人
に
対
し

６
６
５
人
の
入
所
で
、
入
所
率
は

７
１
・
１
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入
所
児
童
に
至
っ
て
は
、
少
子
化

等
の
影
響
を
受
け
、
以
前
の
約
半

分
と
な
り
、
園
児
数
が
減
少
し
定

員
を
割
る
保
育
所
が
増
え
た
た
め
、

効
率
的
な
運
営
が
で
き
に
く
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

保
育
所
再
編
の
必
要
性

　
核
家
族
や
共
働
き
の
家
庭
が
増
え
、

親
の
就
労
形
態
も
多
様
化
し
て
い

く
中
、
入
所
に
あ
っ
て
は
、
低
年

齢
児
か
ら
の
入
所
を
希
望
す
る
傾

向
に
あ
り
、
乳
児
保
育
や
延
長
保

育
、
一
時
預
か
り
等
多
様
な
保
育

サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
国
の
政
策
で
あ
り
ま

す
地
方
分
権
や
三
位
一
体
改
革
の

影
響
に
よ
り
、
宿
毛
市
の
財
政
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
下
に
置
か
れ
、

現
状
の
ま
ま
で
は
、
こ
の
よ
う
な

保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
な
い
状

況
に
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
で
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
・
確
保
し

て
い
く
た
め
に
は
、
保
育
所
の
再

編
に
よ
り
一
定
規
模
の
保
育
所
を

維
持
す
る
こ
と
が
、
保
育
所
の
運

営
等
、
保
育
の
実
施
に
柔
軟
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
も
必
要
な
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　
保
育
所
再
編
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

小
中
学
校
の
再
編
計
画
と
あ
わ
せ
て
、

現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
の
宿
毛
市

全
体
の
保
育
所
の
あ
り
方
に
つ
い

て
見
直
し
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

今
後
の
保
育
所
の
あ
り
方

　
「
宿
毛
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
基

本
と
し
て
効
率
的
な
保
育
所
運
営

を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

　
再
編
後
は
、
延
長
保
育
や
０
歳

児
保
育
の
充
実
並
び
に
一
時
預
か

り
の
実
施
等
、
保
護
者
の
就
労
状

況
等
を
踏
ま
え
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う

に
保
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
保
護
者
会
等

を
実
施
す
る
中
で
、
関
係
者
の
ご

理
解
が
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組

み
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

　
宿
毛
市
で
は
、
昭
和

３６
年
を
ピ

ー
ク
に
少
子
化
が
進
み
、
現
在
で
は
、

ピ
ー
ク
時
の

２９
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま

で
減
少
し
、
学
校
の
小
規
模
化
が

深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
施
設
に
つ
き
ま
し

て
も
老
朽
化
が
進
み
、
耐
震
補
強
、

雨
漏
り
等
修
繕
工
事
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
学
校
が
多
く
、
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
を
伸
ば
せ
る
よ
う

な
良
好
な
教
育
環
境
を
整
え
、
同

時
に
将
来
予
測
さ
れ
る
南
海
地
震

等
に
備
え
、
安
全
対
策
も
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
の
７
月
か
ら
は
、
教
育
審

議
会
に
お
い
て
、
再
編
計
画
に
つ

い
て
慎
重
な
審
議
を
し
て
い
た
だ
き
、

１０
月
に
は
答
申
を
受
け
、
教
育
委

員
会
で
再
度
検
討
し
、
別
表
の
と

お
り
、

１０
校
あ
る
小
学
校
を
４
校
に
、

５
校
あ
る
中
学
校
を
１
校
に
す
る

再
編
計
画
（
沖
の
島
小
・
中
学
校

を
除
く
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
再
編
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
場

所
等
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
宿

毛
市
の
財
政
状
況
も
踏
ま
え
、
公

有
財
産
の
有
効
利
用
も
考
慮
し
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
、
良

好
な
教
育
環
境
作
り
を
第
一
に
考
え
、

関
係
者
の
方
々
に
ご
理
解
い
た
だ

け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
蕁
６
３
―

１
１
０
２

保
育
所
の
再
編
計
画
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
再
編
計
画
に
つ
い
て
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２
月

１９
日
、
橋
上
小
学
校
の
児

童
４１
名
が
、
シ
イ
タ
ケ
の
駒
打
ち

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
緑
の
感
謝
祭
は
、
宿

毛
市
木
材
需
要
拡
大
推
進
協
議
会

が
、
シ
イ
タ
ケ
の
駒
打
ち
作
業
を

通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
木
材
や
森

林
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、

毎
年
、宿
毛
市
内
の
小
学
生
を
対
象

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
、

橋
上
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
最
初
に
、
シ
イ

タ
ケ
の
持
つ
栄
養
の
話
や
、
作
り

方
の
説
明
を
聞
き
、
そ
の
後
、
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
作
業
は
あ
ら

か
じ
め

３０
カ
所
ほ
ど
穴
を
あ
け
て

お
い
た
原
木
に
、
直
径
約
１
㎝
の

駒
を
金
づ
ち
で
打
っ
て
い
く
と
い

う
も
の
で
、
打
ち
込
む
時
の
力
加

減
が
難
し
く
、
み
ん
な
慎
重
に
作

業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
駒

打
ち
を
行
っ
た
原
木
か
ら
シ
イ
タ

ケ
が
生
え
て
く
る
の
は
、
来
年
の

春
以
降
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
作
業
終
了
後
、
児
童
代
表
が
「
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
ん
な

シ
イ
タ
ケ
が
生
え
て
く
る
か
楽
し

み
で
す
。
」
と
、
お
礼
の
あ
い
さ
つ

を
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
産
業
振
興
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
７

　
地
元
の
食
材
を
使
い
子
ど
も
た

ち
が
調
理
を
体
験
す
る
こ
と
で
、

食
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、

す
く
も
湾
漁
協
・
楠
山
あ
け
ぼ
の
会
・

Ｊ
Ａ
高
知
は
た
宿
毛
支
所
・
高
知
県
・

宿
毛
市
が
連
携
し
て
、
市
内
２
中

学
校
、
５
小
学
校
で
「
食
育
授
業
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
６
日
、
宿
毛
小
学
校
で
行

わ
れ
た
授
業
で
は
、
５
年
Ｂ
組

３７

名
が
、
す
く
も
湾
漁
協
宿
毛
女
性

部
の
皆
さ

ん
か
ら
キ

ビ
ナ
ゴ
の

手
さ
ば
き

な
ど
の
指
導
を
受
け
、
慣
れ
な
い

手
つ
き
な
が
ら
も
楽
し
そ
う
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　
指
導
に
あ
た
っ
た
女
性
部
長
の

岡
崎
さ
ん
は
「
み
ん
な
と
て
も
上

手
で
す
。
機
会
が
な
い
だ
け
で
、

や
れ
ば
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
ん
で
す

よ
ね
。
授
業
の
後
、
家
に
帰
っ
て

か
ら
各
家
庭
で
の
話
題
に
な
っ
た
り
、

家
で
も
調
理
し
て
み
た
と
い
う
話

を
聞
く
と
う
れ
し
い
し
、
励
み
に

な
り
ま
す
。
」
と
話
さ
れ
、
今
後
の

活
動
に
も
意
欲
を
み
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
調
理
実
習
の
他
に
、
宿

毛
漁
業
指
導
所
や
給
食
セ
ン
タ
ー

職
員
に
よ
る
、
宿
毛
市
の
漁
業
や

栄
養
等
食
材
に
関
す
る
ク
イ
ズ
形

式
の
授
業
も
行
わ
れ
、
身
近
な
問

題
に
子
ど
も
た
ち
も
活
発
に
発
言

し
て
い
ま
し
た
。

　
実
習
終
了
後
に
は
、
出
来
上
が

っ
た
料
理
を
漁
協
の
皆
さ
ん
や
関

係
職
員
と
一
緒
に
食
べ
、「
お
い
し

い
。
お
い
し
い
。
」
と
何
回
も
お

か
わ
り
を
す
る
子
ど
も
も
い
ま
し

た
。

　
地
産
地
消
の
食
育
授
業
は
今
年

度
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
宿
毛
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
蕁
６
３
―

１
１
９
４

　
３
月

１３
日
、
宿
毛
小
学
校
の
５

年
生

７３
名
が
、
土
佐
く
ろ
し
お
鉄

道
㈱
お
よ
び
宿
毛
地
区
少
年
補
導

員
連
絡
協
議
会
の
協
力
の
も
と
、

宿
毛
駅
―
東
宿
毛
駅
間
の
高
架
橋

の
橋
脚
に
壁
画
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
市
内
で
増
え
続
け
る

落
書
き
を
防
止
す
る
た
め
、
青
少

年
育
成
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
昨
年
、

新
宿
毛
大
橋
の
橋
脚
で
も
取
り
組

み
大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、

１２
班
に
分
か
れ
た
子

ど
も
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校
で

仕
上
げ
て
き
た
下
絵
を
基
に
、
グ

ル
ー
プ
内
で
協
力
し
な
が
ら
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
面
に
水
性
ペ
ン

キ
で
描
き
ま
し
た
。

　
思
い
を
込
め
た
子
ど
も
た
ち
の

作
品
を
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
蕁
６
３
―

４
１
９
７

いじめ相談専用電話
ご存じですか？

誰にも相談できないとき、勇気を
出して「いじめ相談専用電話」に
相談してください。

宿毛市いじめ相談専用電話
蕁6 3 ―0 1 3 3

※８：３０～１７：３０までは職員が対応。
※１７：３０以降および土・日・祝日は留守番電話。

ふ
れ
あ
い
緑
の
感
謝
祭
 

〜
シ
イ
タ
ケ
駒
打
ち
作
業
〜

食
育
授
業
 

〜
地
元
食
材
で
調
理
実
習
〜

「らくがきはやめて！」
～高架橋脚に壁画完成～



⑩

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地

・
西
町
団
地
（
西
町
一
丁
目
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

・
二
ノ
宮
団
地
（
二
ノ
宮
）

　
２
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

入
居
資
格
　
有

申
込
書
配
布
期
間

　
４
月

１６
日

（水）
〜

２３
日

（水）

　
※
土
・
日
を
除
く

申
込
書
受
付
期
間

　
４
月

２１
日

（月）
〜

２３
日

（水）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
建
設
課
建
築
住
宅
係

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

副
市
長
が
決
ま
り
ま
し
た

　
平
成

２０
年
第
１
回
宿
毛
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
西
野
前
副
市

長
の
任
期
満
了
に
伴
い
不
在
で
あ

っ
た
副
市
長
に
岡
本
公
文
氏
の
就

任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

４
月
１
日
か
ら
。

岡
本
公
文
氏
の
略
歴

学
校
法
人
日
本
航
空
専
門
学
校

卒
業
。
昭
和

５３
年
１
月
宿
毛
市

役
所
に
入
り
、
国
体
推
進
課
長
、

生
涯
学
習
課
長
、
総
務
課
長
、

企
画
課
長
を
歴
任
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

　
平
成

２０
年
度
宿
毛
市
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
補
助
金
申
込
を
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。

※
補
助
申
請
書
に
、
納
税
証
明
書

を
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

補
助
対
象

　
５
人
槽
〜

１０
人
槽

※
た
だ
し
、
建
売
り
住
宅
お
よ
び

店
舗
部
分
が

５０
％
を
超
え
る
店

舗
併
用
住
宅
は
補
助
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

受
付
開
始

　
４
月
１
日

（火）
〜

※
た
だ
し
、
４
月
に
受
け
付
け
す

る
の
は
４
〜
６
月
に
工
事
を
行

う
も
の
に
限
り
ま
す
。

補
助
金
額

　
一
律
３
０
０
、０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
環
境
課

　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

海
岸
に
漂
着
す
る
ポ
リ
タ
ン

ク
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　　
日
本
海
沿
岸
を
中
心
に
大
量
の

ポ
リ
タ
ン
ク
が
漂
着
す
る
問
題
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
塩
酸
が
入
っ
て
い
た
事
例
も
有

り
取
り
扱
い
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
海
岸
に
漂
着
し
た
ハ
ン
グ
ル
文

字
を
記
載
し
た
ポ
リ
タ
ン
ク
を
発

見
し
た
場
合
は
、
中
身
の
確
認
を

せ
ず
に
環
境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
環
境
課

　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

び
ん
の
分
別
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い

　
分
別
収
集
し
て
い
る
ガ
ラ
ス
び

ん
に
陶
器
類
が
一
緒
に
出
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
せ
っ
か
く
分
別
し
て
い
た
だ
い

た
も
の
で
も
、
種
類
が
違
っ
て
い

た
り
、
汚
れ
が
ひ
ど
い
物
が
混
ざ

る
と
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　
陶
器
や
耐
熱
ガ
ラ
ス
、
電
球
、

板
ガ
ラ
ス
等
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

ま
せ
ん
の
で
普
通
ご
み
に
な
り
ま
す
。

　
分
別
の
判
断
が
難
し
い
場
合
は
、

環
境
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
環
境
課

　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

第4回
宿毛桜のうたフェアー
　皆さんから寄せられた俳句、川柳、
短歌、詩など「桜のうた」を次の日程
で展示します。ぜひご来場ください。

【問い合わせ先】
すくも夢いっぱい会すくも井戸端会議部会
代表 下元かおる　蕁６２―２９８８

日　時　4月13日（日）～19日（土）
　　　　9：00～17：00
　　　　※最終日は12：00まで

場　所　宿毛文教センター

副市長
岡本公文氏

乗
っ
て
残
そ
う
 

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

四
国
と
九
州
を
結
ぶ
 

宿
毛
フ
ェ
リ
ー

㈱
宿
毛
フ
ェ
リ
ー
 
蕁
6
2
｜

1
1
0
0

公
共
下
水
道
 

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

宿
毛
市
水
道
課
 
蕁
6
3
｜

1
0
0
9

ス
ワ
ン
T
V
 

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

西
南
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
 
蕁
6
2
｜

0
8
8
8

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
 
蕁
0
8
8
0
｜
3
5
｜
5
2
4
0

やなせたかし／土佐くろしお鉄道

サニーくん サンコちゃん

開
業
２０
周
年
を

迎
え
ま
し
た

情

報

コ

ー

ナ

ー

4月

卯  月
April
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有料広告

交
通
事
故
被
害
者
の
家
庭
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　　
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
で
は
、
育
成
資
金
の
貸
付

や
、
介
護
料
の
支
給
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
育
成
資
金
の
貸
付
は
、
自
動
車

事
故
が
原
因
で
保
護
者
が
死
亡
し

た
り
、
重
度
の
後
遺
障
害
を
残
す

こ
と
に
な
り
、
生
活
が
困
窮
し
て

い
る
家
庭
の
児
童
・
生
徒
に
義
務

教
育
修
了
ま
で
の
経
済
的
手
助
け

を
行
う
制
度
で
す
。
　

　
ま
た
、
介
護
料
は
、
自
動
車
事

故
が
原
因
で
重
度
の
後
遺
障
害
を

持
ち
、
介
護
が
必
要
な
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

育
成
資
金
貸
付
額

・
一
時
金
　
　
１
５
５
、０
０
０
円

・
入
学
支
度
金
　
４
４
、０
０
０
円

・
月
　
額
　
　
　
２
０
、０
０
０
円

介
護
料
（
月
額
）

・
重
度
後
遺
障
害
診
断
の
段
階
に
よ

っ
て
月
額
約
３
０
、０
０
０
円
か

ら
１
３
０
、０
０
０
円
ま
で
支
給

額
が
異
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

機
構

蕁
０
８
８
―

８
３
１
―

１
８
１
７

今
月
の
行
政
相
談

日
　
時

　
４
月
１５
日
（火）
　
１３
時
〜
１５
時

場
　
所

・
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

・
小
筑
紫
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

　（
小
筑
紫
支
所
）

※
今
年
度
は
、
巡
回
相
談
を
新
設

し
て
毎
月（
５
月
、
１０
月
を
除
く
）

２
会
場
で
行
い
ま
す
。

宿
毛
市
行
政
相
談
委
員

　
松
岡
陽
一

　
平
田
町
戸
内
１
０
５
０
―
１１

　
蕁
６
６
―

０
１
１
０

　
福
田
延
治

　
小
筑
紫
町
小
筑
紫
２
７
２

　
蕁
６
７
―

１
７
７
８

※
相
談
は
各
委
員
の
自
宅
や
電
話

で
も
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

無
料
人
権
相
談

　日
　
時

　
４
月
１７
日
（木）
　
１０
時
〜
１５
時

※
相
談
時
間
は
、
一
人
３０
分
で
す
。

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

主
　
催

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

相
談
内
容

人
権
問
題
、
婚
姻
、
扶
養
、
相
続
、

金
銭
貸
借
、
土
地
建
物
貸
借
、

登
記
、
戸
籍
、
交
通
事
故
な
ど

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
人
権
推
進
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
人
権
推
進
課

　
蕁
６
２
―

０
２
２
５

遺
言
等
公
証
法
律
相
談

日
　
時

　
４
月
２０
日
（日）
　
９
時
〜
１７
時

　
※
一
組
約
５０
分

場
　
所

　
中
村
公
証
役
場

相
談
内
容

遺
言
の
ほ
か
、
相
続
、
金
銭
・

不
動
産
の
貸
借
、
離
婚
に
伴
う

養
育
料
・
財
産
分
与
・
年
金
分
割
、

高
齢
者
等
の
財
産
管
理
　
な
ど

相
談
担
当
者

　
中
村
公
証
役
場
公
証
人

相
談
料
　
無
　
料

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
平
日
に

事
前
の
電
話
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
村
公
証
役
場

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
７
２
８

日　時　4月20日（日） 10：00～15：00
　　　　※雨天決行
場　所　幡多希望の家

【ボランティア申し込み・問い合わせ先】
　幡多希望の家祭実行委員会
　蕁６６―２２１２

・写真展示

・フリーマーケット

・ステージ 利用者・職員の出し物、３Ｂ体操、
すくも創年太鼓、ゆりかごの会、
リフレッシュ歌謡体操　ほか

・出　　店 うどん、カレーライス、やきそば、
ぺら焼き、焼鳥、アイスクリーム、
コーヒー、ジュース、ビール　ほか

＊ボランティア募集＊
「幡多希望の家祭」をお手伝いいただくボラ
ンティアを募集中です。ご協力いただける方
はお早めにご連絡ください。

リフト付き車両でラクラク安心

四国運輸局免許・自旅第1146号
宿毛市与市明3－25　
代表 江口昌史（ヘルパー2級）

定員３人
蕁0880－63－3306
090－7623－1002

410円410円 にしました！

江口福祉タクシー江口福祉タクシー
★初乗りを450円から

第10回 幡多希望の家祭
～みんなアミーゴ～

（ともだち）



⑫

絶
対
ダ
メ
！
お
酒
の
密
造

自
家
用
に
「
ど
ぶ
ろ
く
」
を

造
る
場
合
も
製
造
免
許
が
必

要
で
す
。

　
自
家
用
に
梅
酒
な
ど
の
混
和
酒

（
市
販
酒
類
に
果
実
等
を
漬
け
る
も

の
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
を
伴
わ

な
い
も
の
）
を
造
る
場
合
を
除
き
、

酒
類
の
製
造
を
行
う
場
合
に
は
、

酒
税
法
に
基
づ
く
酒
類
製
造
免
許

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
酒
類
製
造
免
許
を
受
け

な
い
で
酒
類
を
製
造
し
た
場
合
は
、

酒
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
５
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は

５０
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
「
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」

に
指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
に
お
い

て
も
、
酒
類
製
造
免
許
を
受
け
な

い
で
「
ど
ぶ
ろ
く
」
を
造
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
自
分
で
飲
む
た
め
に
造

る
場
合
も
同
様
で
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
税
務
署
酒
類
指
導
官

　
蕁
０
８
８
―

８
２
２
―

１
１
２
３

※
電
話
は
自
動
音
声
で
案
内
し
て
い

ま
す
。
お
酒
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

「
宿
毛
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
」

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　　
３
月
７
日
、
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
「
平
成

１９
年
度
宿
毛
市
ス

ポ
ー
ツ
賞
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
宿
毛
市
の
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
顕
著
な

功
績
を
あ
げ
た
個
人
お
よ
び
団
体

を
表
彰
す
る
も
の
で
、
平
成

１９
年

度
は
、
個
人
優
秀
賞

１９
名
、
団
体

優
秀
賞
６
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
一
覧
は
、
広
報
３
月
号

ま
た
は
宿
毛
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

　
蕁
６
６
―

１
４
６
７

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
で
実
設

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た

　　
３
月
２
日
の
「
土
佐
く
ろ
し
お

鉄
道
安
全
の
日
」
に
、
宿
毛
駅
に

て
異
常
時
の
列
車
取
り
扱
い
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
運

転
不
能
と
な
っ
た
故
障
車
両
を
救

援
列
車
に
よ
り
宿
毛
駅
ま
で
収
容

す
る
と
い
う
訓
練
で
、
実
車
を
使

用
し
行
わ
れ
、
当
日
は
ご
め
ん
・

な
は
り
線
の
社
員
も
参
加
し
、

４０

名
余
り
で
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
中
村
駅

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

４
９
６
１

春らんまんウォーク in すくも
～松田川・篠山自然体験～

山里の家をスタートし、美しい自然と澄んだ空気を存分に体感しな
がら篠山の頂上を目指してウォーキング！！ 
希望者には「楠山あけぼの会」の手作り弁当が用意できます。
自然の中でおいしい郷土料理はいかがですか！

日　　時　4月26日（土） 7：00 受付開始
集合場所　山里の家（橋上町楠山）
募集人数　50名
参 加 料　2，500円（当日3,000円）
申込期限　当日まで受け付けできますが、お弁当（500円）
　　　　　を注文される方は、18日（金）までにご連絡ください。

【申し込み・問い合わせ先】譖宿毛市観光協会事務局　蕁６３－１１１９

スケジュール
8：00スタート（山里の家）→笹平キャンプ場→出井甌穴→篠山自然学
習館→篠山頂上→16：00篠山第１駐車場→バスで山里の家
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TEL･FAX (0880)65－6071　定休日：日曜・祝日貘要工務店KANAME

和みの住まい「風」木の香を友に力強く誕生 大工でも直せぬ夫婦のすきま風
「地元の木を使うてすきま風のはいら
ん家を建てろう。人にもやさしいし

何んと言うたちおちつかあよ。」

日本の季節風土に適合した伝統の在来工法。
その建築現場からのメッセージ。地震によ
り強く丈夫で長持ち。当社独自の３３４式。
年月が経つほど「風」本来の良さを自然に
実感して頂ける事と思います。（土地の形状、
間取り等自在に対応）

スリー ズリー フォー

つ  れ

蘢ホームページアドレス
http://www.gallery.ne.jp/̃kaname/

ゆめ い ろ い ろ

野地の夢と癒しの間。夢異路囲炉も

住に関する事、何でも気軽に
ご一報ください。

学
生
に
は
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す

　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

２０
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金
の

被
保
険
者
と
な
り
保
険
料
の
納
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
学
生

に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
対
象
者
》

　
大
学
（
大
学
院
）
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
等
（
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通

信
制
課
程
も
含
ま
れ
ま
す
）
に
在
学

す
る
２０
歳
以
上
の
学
生
で
す
。
た
だ

し
、
学
生
本
人
に
所
得
が
あ
る
場
合
、

所
得
額
に
よ
っ
て
は
承
認
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
承
認
期
間
》

　
平
成
２０
年
４
月
〜
平
成
２１
年
３
月

《
承
認
を
受
け
た
期
間
は
…
》

　
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
。

　
１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
在
学
期
間
中

の
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
人
に
な

っ
て
か
ら
納
付
（
追
納
）
で
き
ま
す

の
で
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
満

額
に
近
づ
け
る
た
め
に
も
追
納
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し

て
、
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る

場
合
に
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一

定
の
加
算
額
が
か
か
り
ま
す
。

《
申
請
手
続
き
》

　
学
生
本
人
の
住
民
登
録
し
て
あ
る

市
町
村
の
年
金
係
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
年
金
手
帳
、
学
生
で
あ
る
こ

と
の
証
明
（
学
生
証
の
コ
ピ
ー
や
在

学
証
明
な
ど
）、
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
代
理
申
請
の
場
合
、
委
任

状
と
代
理
人
の
身
分
確
認
で
き
る
も

の
も
必
要
と
な
り
ま
す
。（
同
一
世

帯
の
方
な
ら
委
任
状
は
省
略
で
き

ま
す
）

　
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。
前
年

度
に
承
認
を
受
け
て
い
た
方
も
、
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
忘
れ
な
い

よ
う
お
早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。

２０
年
4
月
か
ら
申
請
が
簡

素
化
さ
れ
ま
す
！！

　
前
年
度
に
申
請
を
し
、
申
請
書
に

卒
業
予
定
年
月
日
を
記
入
さ
れ
た
方

に
は
、
必
要
事
項
を
印
字
し
た
申
請

ハ
ガ
キ
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
今

年
度
も
引
き
続
き
学
生
で
あ
れ
ば
、

そ
の
ハ
ガ
キ
で
申
請
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
手
続
き
が
簡
単
に
な
り
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課
年
金
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
お

支
払
い
い
た
だ
け
ま
す

　
平
成
２０
年
２
月
よ
り
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
支
払
い
は
、

事
前
に
申
込
用
紙
を
ご
提
出
い
た

だ
き
、
以
後
、
将
来
の
保
険
料
を

定
期
的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会

社
が
立
替
払
い
し
、
カ
ー
ド
会
社

か
ら
カ
ー
ド
会
員
の
方
に
請
求
す

る
方
法
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
で
は
口
座
振
替
に
よ
る
当

月
末
振
替
【
早
割
】
は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
１
年
前
納
・
６

カ
月
前
納
の
割
引
額
は
現
金
納
付

の
割
引
額
と
な
り
ま
す
。

※
お
支
払
い
い
た
だ
け
る
保
険
料

は
「
定
額
保
険
料
」
お
よ
び
「
付

加
保
険
料
＋
定
額
保
険
料
」
と

な
り
ま
す
。（
保
険
料
の
一
部
を

免
除
さ
れ
て
い
る
場
合
は
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
）

※
カ
ー
ド
会
社
へ
の
お
支
払
回
数
は
、

１
回
払
い
の
み
と
な
り
ま
す
。（
分

割
払
い
等
は
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
）

平
成
２０
年
度
の
年
金
額
は

据
え
置
き
で
す

　
年
金
額
、
特
別
障
害
給
付
金
と

も
据
え
置
き
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

前
年
度
と
同
じ
金
額
と
な
り
ま
す
。

今
月
の
年
金
相
談
の

お
知
ら
せ

　
幡
多
事
務
所
に
よ
る
年
金
相
談

で
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

出
張
年
金
相
談

　
４
月
１
日
（火）
、
１５
日
（火）

　
１０
時
〜
１５
時
（
昼
休
み
を
除
く
）

　
場
所
…
宿
毛
市
役
所

　
受
付
…
市
民
課
年
金
係

※
予
約
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

当
日
受
け
付
け
し
ま
す

年
金
相
談
に
必
要
な
も
の

　
・
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

　
・
認
め
印

　
〈
代
理
の
場
合
〉

　
・
委
任
状
（
家
族
で
も
必
要
）

・
代
理
人
の
本
人
確
認
で
き
る

物
（
免
許
証
等
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
社
会
保
険
事
務
局
幡
多
事
務
所

蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
１
６



⑭

あ
な
た
も
フ
ラ
ガ
ー
ル

〜
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
参
加
者
募
集
〜

　
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

　
中
腰
の
状
態
で
裸
足
、
す
り
足

で
踊
る
フ
ラ
は
若
さ
と
美
容
の
維

持
増
進
に
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

第
１１
回

桜
墨
会
サ
ー
ク
ル
展
開
催

　
公
民
館
の
墨
彩
画
サ
ー
ク
ル
「
桜

墨
会
」（
谷
口
美
智
子
代
表
）
で
は
、

恒
例
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

日
　
時

　
５
月
１
日
（木）
〜
６
日
（火）

　
９
時
〜
１７
時

　
※
最
終
日
は
１６
時
ま
で

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

公
民
館
サ
ー
ク
ル
紹
介

〜
平
成
２０
年
度
受
講
者
募
集
〜

　
中
央
公
民
館
で
は
、
皆
さ
ん
の

ふ
れ
あ
い
や
仲
間
づ
く
り
の
き
っ

か
け
と
な
る
サ
ー
ク
ル
等
の
学
習

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
多
種
多
彩
な
サ
ー
ク
ル
が
４４
団

体
（
別
表
）
あ
り
、
約
７
０
０
人

の
皆
さ
ん
が
い
き
い
き
と
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
皆
さ
ん

と
一
緒
に
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
見
学
は
自
由
に
で
き
ま
す
。
各

サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
ま
で
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ワ
イ
の
文
化
を
楽
し
く
勉
強

し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動

き
で
気
持
ち
よ
く
踊
る
フ
ラ
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
！！

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
多
目
的
ホ
ー
ル

期
　
間

　
４
月
〜
平
成
２１
年
３
月

　
（
毎
月
３
回
・
木
曜
日
）

時
　
間

　
１０
時
３０
分
〜
１２
時

講
　
師

　
ア
ロ
ハ
　
ル
ワ
ナ
　
フ
ラ

　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
北
原
千
代
美
　
さ
ん

参
加
料

　
無
　
料

※
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
・
材
料

代
等
は
各
自
負
担
と
な
り
ま
す
。

定
　
員

　
３０
名
　
※
先
着
順

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

■
宇
宙
へ
の
秘
密
の
鍵

　
ル
ー
シ
ー
・
ホ
ー
キ
ン
グ
　
　

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ホ
ー
キ
ン
グ
　
作

岩
崎
書
店

■
こ
そ
こ
そ
こ
そ
っ
、か
く
れ
よ
う
！

　
マ
グ
リ
ー
リ
さ
ん
と
さ
む
が
り
ウ
サ
ギ

Ｇ
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
カ
ラ
ス
　
え

カ
ン
ダ
ス
・
フ
レ
ミ
ン
グ
　
ぶ
ん

Ｂ
Ｌ
出
版

■
衣
世
梨
の
魔
法
帳
た
ん
じ
ょ
う

日
の
び
っ
く
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

那
須
正
幹
　
作
／
山
西
ゲ
ン
イ
チ
　
絵

ポ
プ
ラ
社

■
フ
ィ
ッ
シ
ュ

Ｌ
．Ｓ
・
マ
シ
ュ
ー
ズ
　
作
／
三
辺
律
子
　
訳

鈴
木
出
版

日
に
日
に
干
あ
が
っ
て
い
く
茶
色

い
水
た
ま
り
で
、
き
ら
き
ら
光
る

魚
を
見
つ
け
た
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
、

国
境
を
越
え
る
長
い
旅
。
ち
ょ
っ

と
ふ
し
ぎ
で
あ
た
た
か
な
、
家
族

の
物
語
。

■
乳
と
卵

川
上
未
映
子
　
著

文
藝
春
秋

姉
の
巻
子
と
そ
の
娘
・
緑
子
が
大

阪
か
ら
や
っ
て
き
た
。
３９
歳
の
姉

は
豊
胸
手
術
を
目
論
ん
で
い
る
。

姪
は
言
葉
を
発
し
な
い
。
そ
し
て

３
人
の
不
可
思
議
な
夏
の
３
日
間

が
過
ぎ
て
ゆ
く
…
。
表
題
作
と
「
あ

な
た
た
ち
の
恋
愛
は
瀕
死
」
の
２

編
を
収
録
。

■
Ｑ
＆
Ａ
児
童
虐
待
防
止
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク児

童
虐
待
問
題
研
究
会
　
編
著

ぎ
ょ
う
せ
い

■
か
ぎ
針
あ
み

大
き
な
図
解
で
わ
か
り
や
す
い
８０

種
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

今
泉
史
子
　
監
修

日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

■
い
ち
ば
ん
わ
か
り
や
す
い
！

　
飾
り
巻
き
ず
し
の
作
り
方

　
「
飾
り
巻
き
ず
し
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」

　
検
定
教
科
書

　
川
澄
　
健
　
著

主
婦
の
友
社

■
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
歌
っ
て
遊
ぼ

う
！

永
崎
み
さ
と
　
著
／
国
栖
晶
子
　
イ
ラ
ス
ト

か
も
が
わ
出
版

（
内
容
紹
介
は
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
よ
り
）

■
日
本
の
林
業
２

　
木
を
使
う
･
木
に
親
し
む

白
石
則
彦
　
監
修

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
編

岩
崎
書
店

問い合わせ先

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654

文教センター
だより

歴史と文化の情報発信　みんなのふれあいスポット
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№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

中 央 公 民 館 以 外 で 実 施 す る サ ー ク ル

平成２０年度  公民館サークル紹介
（平成20年4月1日現在）

区　分

合 唱

歌謡体操

琴

3Ｂ体操

詩 吟

詩 舞

書 道

川 柳

太 極 拳

大 正 琴

短 歌

ダ ン ス

中 国 語

日 舞

日 本 画

俳 句

墨 彩 画

民 踊

民 謡

洋 画

洋 裁

合 唱

軽 音 楽

ストレッチ

合 唱

卓 球

ちぎり絵

歌謡体操

書 道

サークル名

宿毛市民合唱団

リフレッシュ歌謡体操

琴の会

筝曲すみれ会

3B体操同好会

高知岳風会宿毛支部

水心流剣詩舞霊宛会

かな書道

墨雲書道会

墨雅書道会

宿毛川柳会

宿毛市太極拳クラブ

双葉会

さくら会

宿毛短歌会

さくらダンスサークル

宿毛ダンスサークル

すくも社交ダンス愛好会

フォークダンス・レクダンス・花

中国語講座

宿毛胡蝶会

萌の会

「美」の会

俳句教室　桜会

すくも俳句会

桜墨会

宿毛民踊クラブ

民踊つばめサークル

民謡愛好会

すくも絵をかく会

人物画教室

手づくりサークル

ゆりかごの会（昼の部）

ゆりかごの会（夜の部）

ギターマンドリン

オカリナ

ウキウキワーズ

ゆりかごの会

平田卓球クラブ

ちぎり絵教室

小筑紫歌謡体操部

筑紫習字グループ

橋上習字クラブ

平田筆友会

場　所

多目的ホール

多目的ホール

和室1

和室1

多目的ホール

会議室1

和室1，2

会議室2

会議室3

会議室2

会議室1,3

多目的ホール

視聴覚室

会議室2

会議室2

多目的ホール

会議室1

和室1，2

創作室

会議室3

会議室3

会議室2

多目的ホール

会議室3

創作室

会議室2

多目的ホール

会議室2

和室1

会議室3

宿毛市総合運動公園

東部農村環境改善センター

東部農村環境改善センター

東部農村環境改善センター

小筑紫基幹集落センター

小筑紫基幹集落センター

橋上生活改善センター

東部農村環境改善センター

実 施日

毎週木曜日

毎週水曜日

毎週水曜日

第1，2，3日曜日

第2，4木曜日

毎週火曜日

毎週土曜日

第2土，第4日曜日

第1，2金曜日

第1，3水曜日

第 2土曜日

毎週火曜日

第1，3日曜日

第2，4土曜日

第 3土曜日

毎週火曜日

毎週月曜日

毎週日曜日

第2，4月曜日

毎週木曜日

毎週木曜日

第1，3土曜日

第1，3火、木曜日

第 1土曜日

第1，3木曜日

第1，3月曜日

第2，4水曜日

第1，3月曜日

第1，3月曜日

第 2土曜日

第 4土曜日

毎週木曜日

第1，3水曜日

第1，3火曜日

毎週火曜日

第2，4火曜日

毎週火曜日

第1，3木曜日

毎週土曜日

第 4日曜日

毎週土曜日

毎月7，17，27日

毎週水曜日

毎月10，21日

講 師 名

金子　和孝

永冨　鶴美

有田　都子

池下雅楽予

高木　淳子

永冨徳次郎

田辺　益子

助村　明美

兵頭　幸與

松金　硯山

小笠原　　

市川　静子

熊井　弘子

市川　敦子

松田　　旦

西村大笑剛

松田　　旦

岡村　眞弓

橋本　　敏

岡村　眞弓

(な　し）

小野　　保

杉本　恒星

篠田　　猛

(な　し）

小島正子ほか

谷本　郷子

橋本　恒治

（な　し）

高木　耕作

松澤　聖子

石崎　和子

石崎　和子

濱田美智子

石崎　和子

浅野　祐樹

川田　幸代

永冨　鶴美

丸山　武夫

土居喜久美

小島愛香ほか

吉松　邦男

永冨　鶴美

大田有美子

中山　英子

所谷　慈美

川久保律子

山下　浩子

松澤佐登美

兵頭　幸與

松金　　明

小島　　進

浦尻　正美

頼田　文子

畦地　数美

黒川　輝代

高橋　忠郷

小栗　　柳

松田　　旦

饌口　　久

高倉　真弓

岡村　麗子

大谷　玲子

熊岡実恵子

松岡　照子

篠田　　猛

谷口美智子

倉松　幸枝

鳥谷アサエ

山口記和子

助村　　妙

高木たか子

松澤　聖子

石崎　和子

石崎　和子

伊与田陽子

石崎　和子

岡本　佐恵

北原　治代

福井　繁子

布　　　秀

沢近　充典

助村　繁喜

63－3944

67－0501

63－2522

63－2208

63－3607

65－8493

63－3608

65－8419

63－2360

63－1910

66－1046

67－1529

63－3434

63－4061

65－8233

63－3132

63－1131

63－0369

090－3188－5538

66－1220

63－3089

0880－34－6482

65－6331

65－6025

63－3001

63－1525

66－0354

63－2081

63－5847

63－2386

67－0905

63－4356

63－5047

63－5047

66－0544

63－5047

66－1051

66－0406

67－0410

67－0320

64－0015

66－0021

時　間

19：00～21：30

13：00～15：00

19：30～22：00

13：00～17：30

13：30～15：00

19：30～21：30

13：30～17：00

9：30～11：30

19：00～21：00

19：30～21：30

9：30～16：00

19：30～21：30

13：00～15：30

13：30～15：30

13：30～15：30

13：00～15：00

19：00～21：30

19：00～21：30

13：30～15：30

19：30～21：00

13：00～17：00

13：30～17：00

13：00～16：30

19：00～22：00

19：00～21：00

19：30～21：30

13：30～15：30

19：30～21：30

13：30～17：00

13：00～17：00

19：30～22：00

9：30～11：30

19：30～21：00

20：00～22：00

19：30～21：00

19：30～21：00

19：30～21：00

9：30～12：00

9：30～12：00

10：00～12：00

19：30～21：30

19：00～21：00

19：00～21：00

連絡先（代表者）

13：30～15：00（火）
19：00～21：00（木）



⑯

　
年
度
の
始
め
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
予
算
に
計
上
し
た
こ
と

の
外
、
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
こ
と
を
羅
列
し
ま
す
と
、
人
材

の
育
成
、
焼
酎
製
造
工
場
（
免
許

取
得
）
、
直
七
・
果
汁
し
ぼ
り
工

場
の
建
設
着
手
、
共
同
魚
加
工
場
、

余
剰
農
産
物
（
野
菜
）
を
パ
ウ
ダ

ー
（
粉
末
）化
し
て
養
殖
魚
の
ペ
レ

ッ
ト
餌
に
利
用
の
可
能
性
探
求
、

宿
毛
の
観
光
売
り
込
み
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
実
行
、
平
田
か
ら
宿

毛
間
の
中
村
・
宿
毛
道
路
の
寺
山

へ
降
り
る
イ
ン
タ
ー
設
置
要
望
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
採
用
、

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
を

利
用
し
た
街
灯
の
設
置
な
ど
な
ど
、

取
り
組
み
実
行
す
べ
き
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。市
民
の
皆
様
に
、

お
知
恵
を
拝
借
し
ご
協
力
を
願
い

ま
す
。

　　
３
月
は
高
知
す
く
も
会
に
出
席

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
高
知
在
住
の

皆
さ
ん
５０
名
程
が
集
ま
っ
て
い
る

中
で
宿
毛
の
こ
の
１
年
の
出
来
事

や
今
後
の
取
り
組
み
を
３０
分
程
度

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
「
宿
毛
の
こ
と
が
よ
く

わ
か
っ
て
あ
り
が
た
い
」
と
い
う
お

褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
お
世

辞
と
わ
か
っ
て
い
て
も
出
席
し
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
東
京

や
大
阪
在
住
の
方
々
に
も
機
会
を

と
ら
え
て
宿
毛
の
実
状
を
話
し
て

い
く
の
も
自
分
の
役
目
か
な
と
再

認
識
し
た
日
で
し
た
。

　　
横
瀬
川
ダ
ム
建
設
に
伴
い
移
転

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
一
生
原
の
方
々

の
お
別
れ
会
が
、
国
、
四
万
十
市
、

宿
毛
市
と
共
に
開
催
さ
れ
、
一
生

原
の
方
々
と
お
話
を
し
て
き
ま
し
た
。

先
祖
伝
来
住
ん
で
い
た
土
地
を
、

田
畑
を
、
家
屋
が
水
の
下
に
沈
む

こ
と
の
哀
し
み
、
ま
た
新
転
地
で

の
生
活
の
御
苦
労
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。
筆
舌
に
尽
し
難
い
と
は
こ

の
こ
と
で
、
お
金
で
相
殺
で
き
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
ヒ
シ
ヒ
シ

と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
を
思
う
に

干
ば
つ
の
時
高
知
で
は
い
つ
も
早

明
浦
ダ
ム
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
、

あ
の
元
の
村
役
場
の
映
像
が
全
国

放
送
さ
れ
ま
す
。
あ
の
映
像
を
見

る
た
び
元
の
村
の
人
々
の
気
持
ち

は
い
か
ば
か
り
か
と
思
う
も
の
で
、

メ
デ
ィ
ア
も
そ
の
土
地
を
提
供
し

た
人
々
の
気
持
ち
を
お
も
ん
ぱ
か

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
も
の

で
し
た
。

　　
ま
た
ま
た
、
大
型
船
と
小
型
漁

船
が
衝
突
し
て
漁
師
が
犠
牲
に
な

り
ま
し
た
。
今
度
は
相
手
が
防
衛

省
と
い
う
こ
と
で
国
を
挙
げ
て
マ

ス
コ
ミ
も
大
騒
ぎ
、
海
底
捜
索
も

行
わ
れ
て
当
然
と
い
う
気
も
し
ま

す
反
面
、
昨
年
の
宿
毛
の
方
の
犠

牲
と
ど
う
し
て
も
比
較
し
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
様
な
事
故
は
も
う

た
く
さ
ん
で
す
。
や
は
り
救
命
胴

衣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
一
方
で
、

海
上
保
安
庁
の
方
は
事
故
が
発
生

す
る
と
す
ぐ
出
動
、
捜
索
や
原
因

究
明
に
当
た
る
姿
勢
は
昨
年
の
宿

毛
の
件
も
含
み
今
年
の
千
葉
の
件

も
同
じ
対
応
で
す
。
フ
ト
思
う
の

で
す
が
自
衛
隊
は
国
を
守
る
の
で

日
頃
は
全
て
が
訓
練
に
演
習
で
す
が
、

保
安
庁
の
方
々
は
ど
こ
で
訓
練
を

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
私
の
知
る

限
り
で
は
横
浜
に
本
格
的
な
訓
練

施
設
を
備
え
た
海
上
防
災
基
地
が

あ
り
ま
す
が
他
は
不
明
で
す
。
海

保
の
乗
組
員
に
し
て
も
や
は
り
訓

練
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
宿
毛

海
上
保
安
署
の
方
々
は
、
自
分
な

り
に
走
っ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
通
っ
た
り
し
て
個
人
で
体
を
鍛

え
て
い
る
よ
う
で
す
。
最
前
線
で

す
の
で
組
織
と
し
て
訓
練
場
が
あ

っ
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

た
め
の
訓
練
基
地
を
宿
毛
に
作
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
し
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
と
。

　
花
・
人
・
土
佐
・
で
あ
い
博
に

関
す
る
不
満
で
す
。
で
あ
い
博
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
３
月
１
日
、

高
知
か
ら
中
村
へ
鉄
道
で
間
寛
平

さ
ん
と
一
緒
に
小
旅
行
が
あ
り
ま

し
た
。
中
村
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と

し
て
「
お
き
ゃ
く
」
を
し
、
翌
日

は
四
万
十
、
足
摺
を
周
遊
し
て
中

村
か
ら
高
知
へ
と
。
何
故
不
満
か
、

お
そ
ら
く
県
と
幡
多
地
方
で
あ
い

博
委
員
会
と
、
く
ろ
鉄
会
社
で
決

め
ら
れ
た
と
思
う
が
、
宿
毛
出
身

の
間
寛
平
さ
ん
を
前
面
に
出
し
、

く
ろ
鉄
利
用
の
イ
ベ
ン
ト
を
何
故

中
村
止
ま
り
と
す
る
の
か
。
歌
も

宿
毛
出
身
の
岡
本
知
高
が
歌
う
な

ら
な
ぜ
鉄
道
で
宿
毛
ま
で
来
さ
せ

な
い
の
か
。
普
通
車
に
乗
り
換
え

な
き
ゃ
な
ら
な
い
こ
と
を
理
由
に

す
る
な
ら
臨
時
で
宿
毛
ま
で
の
特

急
に
す
れ
ば
す
む
こ
と
で
、
中
村

で
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
の
は
良
い
と

し
て
も
、
宿
毛
ま
で
来
て
一
旦
降

り
て
、
ま
た
引
き
返
せ
ば
宿
毛
の

人
も
集
ま
ろ
う
し
、
喜
び
、
不
満

も
出
な
い
。
何
故
に
宿
毛
を
ス
ポ

イ
ル
す
る
よ
う
な
企
画
に
す
る
の
か
、

こ
う
い
う
企
画
を
立
て
た
者
、
そ

れ
に
賛
同
し
た
者
に
怒
り
を
感
じ
る
。

こ
れ
か
ら
の
宿
毛
は
今
ま
で
皆
が

「
な
ん
ち
ゃ
な
い
」
と
い
う
口
癖
を

改
め
、
足
元
を
見
つ
め
直
し
、
人

も
食
も
自
然
も「
な
ん
で
も
あ
る
で
」

を
合
言
葉
に
し
ま
し
ょ
う
。

　　
医
師
不
足
に
向
け
て
市
民
の
皆

様
へ
の
要
請
で
す
。
マ
ス
コ
ミ
等

で
医
師
不
足
が
顕
在
化
し
て
地
域

の
医
療
が
守
れ
な
い
と
い
う
。
原

因
の
一
つ
を
推
測
し
て
み
ま
す
に
、

市
民
の
皆
様
の
救
急
に
対
す
る
考

え
を
改
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、

救
急
体
制
を
再
構
築
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず

救
急
車
の
活
用
で
す
が
真
に
救
急

で
運
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

は
当
然
命
に
か
か
わ
る
こ
と
で
す

の
で
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
で
す
が
、

特
に
救
急
の
必
要
性
が
低
い
方
で

も
現
状
で
は
救
急
車
対
応
し
て
い

る
方
が
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

い
わ
く
、
救
急
で
行
く
と
病
院
は

待
た
ず
に
診
て
く
れ
る
。
病
院
へ

の
足
が
な
い
た
め
と
か
、
受
け
入

れ
る
側
に
立
っ
て
み
れ
ば
例
え
ば

当
直
明
け
の
医
師
で
あ
っ
て
も
救

急
が
来
れ
ば
休
み
な
く
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
こ
う
し

て
い
る
間
に
次
の
勤
務
時
間
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
い
う
こ

と
で
医
師
に
と
っ
て
２４
時
間
労
働

が
日
常
茶
飯
事
の
苛
酷
労
働
現
場

に
な
っ
て
い
く
訳
で
す
。
医
師
た

り
と
言
え
ど
人
間
で
す
。
体
力
に

も
気
力
に
も
限
度
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
休
み
時
間
も
取
っ
て

い
た
だ
き
、
御
家
族
と
の
団
欒
の

ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
か
な

い
と
苛
酷
労
働
現
場
か
ら
は
去
っ

て
い
か
れ
る
の
が
オ
チ
で
す
。
医

師
不
足
と
い
わ
れ
る
中
、
我
々
病

院
を
使
う
方
も
、
大
い
に
考
え
な

が
ら
医
院
に
か
か
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り

何
よ
り
、
病
院
に
行
か
な
く
て
す

む
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
健
康
に
よ

い
事
を
し
、
年
に
１
度
位
は
健
康

診
断
を
受
け
、
身
体
の
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
元
気
都
市
宿
毛
の
実
現
に

協
力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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5、6、11、13、18、20、26、27
3、4、5、11、16、18、24、25

４月

５月

市 役 所 税 務 課 9：0 0 ～ 1 7：0 0
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

4
※お昼休みも納付できます。

27（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：30～19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

4
10（木）
24（木）

開催日 行　　　　事　　　　名 時　間 場　　　所 問い合わせ先

1（火）

2（水）

10（木）

13（日）

15（火）

16（水）

17（木）

19（土）

20（日）

21（月）

24（木）

26（土）

27（日）

社会保険・年金出張相談

タッチラグビー体験会

夜間市税納付窓口開設日

第4回 宿毛桜のうたフェアー
　～19日（土）

社会保険・年金出張相談

行政相談「定例相談日」

心の健康相談

聖路加国際病院理事長・同名誉院長

日野原重明先生文化講演会

タッチラグビー体験会

無料人権相談

幡多地区中学校女子
バレーボール春季大会　～20日（日）

第63回 国体一般Ｂ軟式野球
幡多予選大会

第10回 幡多希望の家祭

あいさつ・声かけ運動日

夜間市税納付窓口開設日

花・人･土佐　であい博
春らんまんウォーク in すくも

幡多地区陸上競技記録会

第52回 高松宮賜杯1部幡多予選大会

休日市税納付窓口開設日

市　民　課　蕁63－1112

総合運動公園　蕁66－1467

税　務　課　蕁63－1115

すくも夢いっぱい会 すくも井戸端会議部会
代表 下元かおる 蕁62－2988

市　民　課　蕁63－1112

松岡 陽一　蕁66－0110
福田 延治　蕁67－1778

生涯学習課　蕁63－3394

総合運動公園　蕁66－1467

人権推進課　蕁62－0225

総合運動公園　蕁66－1467

幡多希望の家　蕁66－2212

宿毛市教育研究所 蕁63－1127

税　務　課　蕁63－1115

譖宿毛市観光協会事務局
（商工観光課）　蕁63－1119

総合運動公園　蕁66－1467

税　務　課　蕁63－1115

市役所 税務課

宿毛文教センター

宿毛文教センター
小筑紫基幹集落センター

幡多福祉保健所

宿毛市総合社会福祉センター

宿毛市総合運動公園

宿毛市野球場

幡多希望の家

市内全域

市役所 税務課

集合場所：山里の家
（橋上町楠山）

宿毛市総合運動公園

宿毛市野球場

市役所 税務課

10:00

19:00

17:30

9:00

10:00

13:00

13:30

10:00

19:00

10:00

9:00

8:00

10:00

17:30

7:00

9:00

8:00

9:00

市役所 第１会議室
（当日、市民課で受付）

市役所 第１会議室
（当日、市民課で受付）

宿毛文教センター
視聴覚室

平田公園多目的広場
（工業団地内）

幡多福祉保健所
蕁0880－34－5124

平田公園多目的広場
（工業団地内）

宿毛こいのぼり事業「記念イベント」開催！！
　日 時：5月5日（こどもの日）10：00～15：30
　場 所：松田川親水公園　グラウンドゴルフ場周辺

●昔遊び （竹とんぼ、ビー玉、メンコ、おじゃみ、竹馬 など）　●宝探し
●縄跳び大会 ５人一組で挑戦！　●カヌー 人数制限あり、有料（１人１００円）

●ミニサッカー大会 小学１・２年生対象（５人制）

●ＰＫ合戦 小学３～６年生対象（５人制）

こいのぼりを提供ください ～松田川にこいのぼりを泳がせましょう～

「宿毛こいのぼり実行委員会」と「坂本地区」の皆さんが昨年に
引き続き、松田川でのこいのぼりの川渡しを計画しており、こい
のぼりを収集しています。ご提供いただけるこいのぼりがありま
したらご協力お願いします。
　提供先　商工観光課
　※収集したこいのぼりは当課にて両団体へ 均等に配布します。
　【問い合わせ先】商工観光課　蕁６３－１１１９

平成20年　４月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表
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危険因子の数と心臓病のリスク

（危険因子を持たない人を１とした場合）

危
険
因
子
の
数

実　施　地　区

中角・二ノ宮・高石・野地・山北・平田・山奈ほか

和田・正和・押ノ川・平田・橋上・坂本・楠山ほか

市役所・田ノ浦・小筑紫・西町・港南台・藻津ほか

貝塚・片島・大島・自由ヶ丘・石原・栄喜・都賀川ほか

沖の島

押ノ川・二ノ宮・平田・市役所・小筑紫・片島ほか

今 回

5月号

6月号

7月号

8月号

第1回：「知る」メタボリックシンドロームとは

第2回：「確認する」自分のメタボ危険度をチェック

第3回：「計画する」内臓脂肪を減らす具体的計画

第4回：「実践する」運動と食事で生活習慣を改善

第5回：「見直す」目標達成度を定期的に見直そう

月　日

4月18日（金）

4月28日（月）

5月　9日（金）

5月27日（火）

6月　6日（金）

6月17日（火）

2.メタボリックシンドロームがなぜ怖い
それは、動脈硬化を進行させ、最終的に脳梗塞
や心筋梗塞といった命にかかわる疾患へとつな
がっていくからです。さらに、最近の研究から、
糖尿病や高脂血症、高血圧は単独で発症するの
ではなく、１人で複数の危険因子を持っている
ケースが極めて多く、また、これらの原因がす
べて、内臓脂肪の蓄積にあることが明らかにな
ってきました。

1.メタボリックシンドロームとは
お腹周りに脂肪がつく「内臓脂肪型肥満」に加
えて、高血糖、血圧高値、高脂肪（血中脂質異常）
といった生活習慣病の危険因子をあわせて持っ
ている状態をいいます。

今年度から特定健診が始まります。その健診結果に基づき実施
される特定保健指導ついて5回シリーズでお伝えします。

【問い合わせ先】
保健介護課　保健衛生係・健康指導係

蕁 6 3 －1 1 1 3

3.内臓脂肪がたまる（太る）法則
それは食べすぎと運動不足です。

食べすぎ

食べる量は変わらないのに太ってしまう…。その
原因の１つは、年齢とともに落ちる基礎代謝（安
静時に消費するエネルギー）が関係しています。
エネルギー消費量が減れば、当然余分なエネルギ
ーは脂肪として体に蓄積されます。

運動不足

運動不足は、消費エネルギーが減るばかりか筋肉
の減少にもつながります。筋肉が減ると、基礎代
謝も落ち、太りやすい体になります。

4.減量の秘訣
それは、運動と食習慣改善のコンビネーション
です。太る法則から見えてくる減量への近道は、
身体活動を増やして基礎代謝を保ちながら、食
生活を改善していく方法です。食事制限のみでは、
筋肉が減るので要注意です。運動と食習慣の改
善で、効率的に減量に取り組みましょう。

　
平
成
２０
年
度
狂
犬
病
予
防
集
合

注
射
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
集
合
注
射
が
で
き
な
か
っ
た
飼

主
の
方
は
、
宿
毛
市
・
四
万
十
市

の
動
物
病
院
で
も
４
月
１
日
か
ら

来
年
１
月
３１
日
ま
で
登
録
・
注
射

が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
い
日
程
は
、
登
録
済
み
の

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
に
の
み
、

受
診
票
と
一
緒
に
通
知
し
ま
す
。

未
登
録
の
方
は
保
健
介
護
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
保
健
介
護
課
保
健
衛
生
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
３

は
じ
ま
り
ま
す

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

メタボリックシンドロームの危険因子は4つ

高血圧

内臓脂肪型肥満
（腹部肥満）

高脂血症 高血糖

特定保健指導
シリーズ

メタボリック
シンドロームも

生活習慣病も

その犯人は、
内臓脂肪だった。
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※平成20年10月以降は、健康事業財団から全国健康保険協会に移行されます。

政府管掌健康保険「特定健診」受診の流れ

健診機関被扶養者事 業 所健康事業財団※

受　　診申 請 書特定健診受診券
申請書作成

申 請 書

申 請 書
（記載済）

受 診 券 受 診 券

被保険者
を経由

被保険者
を経由

記載後、
事業所
を経由

受 診 券
作 成

配付

申請

交付

受診券 と 保険証 を提示

　
平
成
２０
年
４
月
か
ら
、
４０
歳
か
ら

７４
歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
「
特
定
健
診
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
市
町
村

役
場
が
行
う
「
住
民
基
本
健
診
」
を

受
診
さ
れ
て
い
た
政
府
管
掌
健
康
保

険
の
被
扶
養
者
（
４０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
）

の
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
平
成
２０
年

４
月
か
ら
は
加
入
し
て
い
る
政
府
管

掌
健
康
保
険
が
行
う
「
特
定
健
診
」

の
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

　
政
府
管
掌
健
康
保
険
の
被
扶
養
者

の
方
が
「
特
定
健
診
」
を
受
診
さ
れ

る
際
は
、
保
険
証
と
政
府
管
掌
健
康

保
険
か
ら
発
行
さ
れ
る
受
診
券
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
受
診
券
は

健
診
申
込
書
に
よ
り
申
し
込
み
を
行

っ
た
方
に
交
付
さ
れ
、
申
し
込
み
は

事
業
所
を
通
じ
て
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
政
府
管
掌
健
康
保
険
に
加

入
す
る
方
を
対
象
と
し
た
平
成
２０
年

度
の
健
診
申
込
書
は
、
６
月
頃
に
事
業

所
へ
配
布
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局
保
険
課

　
蕁
０
８
８
―

８
７
５
―

３
２
４
２

　
こ
れ
ま
で
妊
婦
一
般
健
康
診
査
は
、

妊
娠
前
期
及
び
後
期
に
受
診
票
を

計
２
回
分
交
付
し
、
公
費
負
担
に

よ
り
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
２０
年
４
月
１
日
よ
り
５
回
分
の

交
付
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
妊
婦
一
般
健
康

診
査
受
診
票
の
様
式
が
変
更
と
な

り
ま
す
の
で
、
す
で
に
交
付
を
受

け
て
い
る
方
は
左
記
の
要
領
で
受

診
票
の
差
し
替
え
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

【
3
月
３１
日
ま
で
】

　
第
１
回
　
妊
娠
前
期

　
第
２
回
　
妊
娠
後
期

【
4
月
１
日
以
降
】

　
第
１
回
　
妊
娠
１２
週
前
後

　
第
２
回
　
妊
娠
２０
週
前
後

　
第
３
回
　
妊
娠
２４
週
前
後

　
第
４
回
　
妊
娠
３０
週
前
後

　
第
５
回
　
妊
娠
３６
週
前
後

※
平
成
２０
年
４
月
１
日
時
で
の
妊

娠
週
数
に
よ
り
、
公
費
負
担
の

回
数
が
決
ま
り
ま
す
。

か
わ
り
ま
す

被
扶
養
者
の
受
け
方

政
府
管
掌
健
康
保
険
の
特
定
健
診

ふ
え
ま
す

　
期
　
　
間
　
4
月
1
日

（火）
〜
5
月
３０
日

（金）

　
場
　
　
所
　
宿
毛
市
保
健
介
護
課

　
時
　
　
間
　
8
時
３０
分
〜
１７
時
３０
分

　
必
要
書
類
　
妊
婦
一
般
健
康
診
査
受
診
票
（
未
使
用
分
）

　
　
　
　
　
　
母
子
健
康
手
帳

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
保
健
介
護
課
健
康
指
導
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
３

妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
受
診
票
差
し
替
え

妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
公
費
負
担
回
数



⑳

健康相談はどこでも受けることができます。
●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とし

た簡単な体操を実施しますので、健康手帳とペットボトル、
水等を持参してください。

各種健診はどこでも受けることができます。
●平成20年度実施の健康診査等の申し込みをされていない

方は、実施日までに早めに保健介護課までお申し込みく
ださい。

●特定健康診査については、医療保険者発行の受診票（ま
たは受診券）が必要です。持参していないと健診が受け
られませんので注意してください。

4 月 の 保 健 事 業

【問い合わせ先】
保健介護課　蕁６３－１１１３

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

16（水） 12：30～13：30宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 受 付 時 間日

［胃がん検診］

24（木） 18：00～19：00正 和 隣 保 館

場 　 所 受 付 時 間日

［3歳児健康診査］対象児に個人通知します

23（水） 13：00～14：00宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

7（月）
8（火）

17（木）
22（火）

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

東部農村環境改善センター
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
西 町 公 会 堂
小筑紫基幹集落センター

場 　 所 受 付 時 間日

［ポリオ予防接種］対象児に個人通知します

8（火）
10（木）
15（火）

13：20～14：00
13：20～14：00
13：20～14：00

宿毛市総合社会福祉センター
〃
〃

場 　 所 実 施 時 間日

［パパ・ママスクール］

25（金） 18：30～20：30宿 毛 文 教 セ ン タ ー

母子保健

［特定健康診査］
場 　 所 受 付 時 間日

22（火）

25（金）

30（水）

19：00～10：00
18：30～19：30
13：30～14：30
18：30～19：30
13：30～14：30

二 ノ 宮 集 会 所
正 和 隣 保 館
大 島 公 民 館
坂 ノ 下 集 会 所
宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 引 取 時 間日
11（金）
25（金）

10：10～10：20
10：10～10：20

宿 毛 市 役 所
〃

犬の引取り

成人保健

場 　 所 受 付 時 間日

22（火）

24（木）

18：30～19：30
19：50～10：30
10：45～11：00
11：10～11：15
13：00～14：00
14：20～14：50
15：00～15：20
18：00～19：00
19：20～10：00
10：15～10：50
11：10～11：50
13：30～13：40
13：50～14：30
14：50～15：10
15：30～15：50

二 ノ 宮 集 会 所
中 角 バ ス 停 留 所 前
高 石 集 会 所
野 地 橋 付 近
和 田 集 会 所
押 ノ 川 集 会 所
フィッシングショップ ニューおじま西側(寺山口）
正 和 隣 保 館
旧ダイワショピング駐車場
宿毛市総合社会福祉センター
西 尾 石 油 店 裏 側
錦 集 会 所
宿 毛 育 成 園
小 川 バ ス 停 留 所 前
山 北 集 会 所

［胸部レントゲン・肺がん検診］

場 　 所 受 付 時 間日

3（木）

7（月）

9（水）

11（金）
17（木）
21（月）
24（木）
25（金）

19：30～11：00
13：30～15：00
13：30～15：00
19：00～10：00
11：30～14：00
18：30～11：00
13：30～15：00
13：30～15：00
11：30～14：00
18：30～11：00

大 海 老 人 憩 い の 家
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
中 角 集 会 所
古 屋 野 老 人 憩 い の 家
弘 瀬 老 人 憩 い の 家
鵜 来 島 小 中 学 校
湊 集 会 所
大 島 公 民 館
沖の島開発総合センター
鵜 来 島 小 中 学 校

［健康相談］
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健康相談はどこでも受けることができます。
●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とし
た簡単な体操を実施しますので、健康手帳とペットボトル、
水等を持参してください。

各種健診はどこでも受けることができます。
●平成20年度実施の健康診査等の申し込みをされていない
方は、実施日までに早めに保健介護課までお申し込みく
ださい。

●特定健康診査については、医療保険者発行の受診票（ま
たは受診券）が必要です。持参していないと健診が受け
られませんので注意してください。

5 月 の 保 健 事 業

場 　 所 受 付 時 間日

［胃がん検診］

20（火）
24（土）

18：00～19：00
18：00～19：00

大 海 老 人 憩 い の 家
片 島 公 民 館

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

7（水）
14（水）

12：30～13：30
12：30～13：30

宿毛市総合社会福祉センター
〃

場 　 所 受 付 時 間日

［1歳6か月児健康診査］対象児に個人通知します

21（水） 12：30～13：30宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

12（月）
13（火）
16（金）
27（火）

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

東部農村環境改善センター
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
西 町 公 会 堂
小筑紫基幹集落センター

場 　 所 実 施 時 間日

［離乳食講習会］対象児に個人通知します

23（金） 13：30～15：30宿 毛 文 教 セ ン タ ー

母子保健

［特定健康診査］
場 　 所 受 付 時 間日

15（木）

24（土）

19：00～10：00
13：30～14：30
19：00～10：00
13：30～14：30

西 町 公 会 堂

片 島 公 民 館

場 　 所 引 取 時 間日
9（金） 10：10～10：20宿 毛 市 役 所

犬の引取り

成人保健

場 　 所 受 付 時 間日

15（木）

20（火）

24（土）

18：30～10：00
10：20～10：40
11：00～11：30
13：00～13：30
18：00～19：20
10：00～10：40
10：50～11：10
13：30～13：50
14：10～14：30
18：00～10：00
10：20～11：40
13：10～13：40
14：10～15：00

西 町 公 会 堂
池 島 岸 壁
藻 津 漁 協
西 町 公 会 堂
大 島 消 防 屯 所 前
川 田 工 業 所
貝 礎 隣 保 館
楠 山 多 目 的 集 会 所
坂 本 多 目 的 集 会 所
片 島 公 民 館
宿 毛 高 校
片 島 公 民 館
宿 毛 市 役 所 裏 駐 車 場

［胸部レントゲン・肺がん検診］

場 　 所 受 付 時 間日

1（木）

12（月）

14（水）

15（木）

19（月）

22（木）
23（金）
30（金）

19：30～11：00
13：30～15：00
13：30～15：00
19：00～10：00
11：30～14：00
13：30～15：00
11：00～14：00
※栄養教室のため
11：30～14：00
18：30～11：00
18：30～11：00

大 海 老 人 憩 い の 家
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
中 角 集 会 所
古 屋 野 老 人 憩いの 家
弘 瀬 老 人 憩 い の 家
湊 集 会 所

大 島 公 民 館

沖の島開発総合センター
鵜 来 島 小 中 学 校

〃

［健康相談］

【問い合わせ先】
保健介護課　蕁６３－１１１３
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蕁
６
３
―

１
１
１
８

平
成
20
年
４
月
１
日
発
行
（
毎
月
１
日
発
行
）

大賞「冬の笑顔」田村 昌之 大賞「光彩流」野口 務

金賞「甌穴の夕」岡村 恭子金賞「金杯」金村 廣子

銀賞「ラストシーン」河野 晃 銀賞「神事能（じんじのう）」川田 紀典

「
宿
毛
湾
だ
る
ま
夕
日
」
部
門

大　賞

金　賞

銀　賞

入　選

佳　作

冬の笑顔

金杯

ラストシーン

沈む夕陽

サンセット

陽に映える舟

降臨

夕暮れどき

ギボシの彩

「宿毛湾だるま夕日」

陽炎

また明日ね

咸陽島の落日

田村　昌之

金村　廣子　

河野　晃

浜口　修行

野口　務

森岡　庄三

西内　邦彦

渡辺　武雄

佐賀　嘉七郎

荒木　和子

仲村　美由紀

山本　修代

大西　ヨシノ

高知市

宿毛市片島

宿毛市片島

幡多郡黒潮町

宿毛市貝塚

宿毛市貝塚

土佐郡土佐町

京都市左京区

兵庫県神崎郡市川町

大阪市住吉区

京都市南区

宿毛市橋上町橋上

香川県観音寺市

「
宿
毛
の
四
季
」
部
門

大　賞

金　賞

銀　賞

入　選

佳　作

光彩流

甌穴の夕

神事能（じんじのう）

宿毛花火大会

「秋陽の中で」

出井の夏

御神木

冬のしらす漁

初夏の頃

田植の頃

宿毛の花火２

道

暮れなずむ港

野口　務

岡村　恭子

川田　紀典

川村　峻

はまゆう孝行

白石　信夫

松沢　八千代

渡辺　武雄

松浦　正

山本　修代

木村　宏

河野　晃

金村　廣子　

宿毛市貝塚

宿毛市桜町

宿毛市山奈町山田

四万十市

愛媛県宇和島市

愛媛県宇和島市

宿毛市中央

京都市左京区

愛媛県宇和島市

宿毛市橋上町橋上

宿毛市さくらが丘

宿毛市片島

宿毛市片島

　今回は、全国各地から８３名２５４点の応募があり、審査の結果２６作品の入賞が決まりました。
　３月２３日、「宿毛市観光びらき」の式典会場で入賞者の表彰式が行われ、入賞者２１名に、
表彰状や特産品、賞金が贈られました。　【問い合わせ先】商工観光課　蕁６３―１１１９

紙上入賞作品展 第8回「宿毛湾だるま夕日」及び
「宿毛の四季」フォトコンテスト
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